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データベースは、わが国の情報化の進展上、重要な役割を果たすものと期待されている。今後、データベース

の普及により、わが国において健全な高度情報化社会の形成が期待される。さらに海外に対 して提供可能なデー

タベースの整備は、国際的な情報化への貢献および自由な情報流通の確保の観 点からも重要である。 しか しなが

ら、現在わが国で流通 しているデータベースの中でわが国独自のものは1/3に すぎないのが現状であり、わが

国データベースサービスひいてはバランスある情報産業の健全な発展を図るためには、わが国独 自のデータベー

スの構築およびデータベース関連技術の研究開発を強力に促進 し、データベースの拡充を図 る必要がある。

このような要請に応えるため、働データベース振興センターでは日本自転車振興会から機械工業振興資金の交

付を受けて、データベースの構築および技術開発について民間企業、団体等に対 して委託事業を実施 している。

委託事業の内容は、社会的、経済的、国際的に重要で、また地域および産業の発展の促進に寄与すると考え られ

ているデータベースの構築 とデータベース作成の効率化、流通の促進、利用の円滑化 ・容易化などに関係 したソ

フ トウェア技術 ・ハー ドウェア技術である。

本事業の推進に当って、当財団に学識経験者の方々で構成されるデータベース構築 ・技術開発促進委員会(委

員長 山梨学院大学教授 蓼沼良一氏)を 設置 している。

この 「地域活性化のための産 ・学交流支援データベースのプロ トタイプ作成」は平成5年 度のデータベースの

構築促進および技術開発促進事業として、当財団が東北インテ リジェン ト・コスモス学術機構に対 して委託実施

した課題の一つである。この成果が、データベースに興味をお持ちの方々や諸分野の皆様方のお役に立てば幸い

である。

なお、平成5年 度データベースの構築促進および技術開発促進事業で実施 した課題は次表のとおりである。
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平成5年 度 データベース構築 ・技術開発促進委託課題一覧

分 野 課 題 名 委 託 先

1CD-ROMに よるテレビ視聴率データベースの ㈱ ビデオ ・リサ ーチ

構築

2輸 入畜肉貨物の規格 ・重量等の検証用データベース 五十嵐冷蔵㈱
の構築

3知 的資源型データベースの調査研究 ㈱ ジャパ ンコ ミュニ ケーシ ョンズ

イ ンステ ィテ ユー ト

社 会 4ビ ジネス雑誌記事データベースの共同構築 とその利 経済文献研究会

用に関する調査研究

5新 しい電子情報サービスに関する調査研究 ㈱ 日本経済新聞社/㈱ 日経データ社

6研 修用教材データベースのプロ トタイプ作成 ㈱大阪科学技術センター

7マ イクロマシン技術情報データベースの構築調査 ㈲ マイ クロマ シンセ ンター

8異 分野研究のたあの知的オ リエンテーション・デー ㈱けいはんな
タベースシステムの構築

9関 西広域データベースセンター設立のための調査 関西データベース協議会

研究

中小企業振興 10地 域活性化のための産 ・学交流支援データベースの 東北 イ ンテ リジェン ト・コスモ ス
プロ トタイプ作成 学術機構

地域 活性化

11中 小企業技術情報データベースの構築 ㈱オ ーネ ッ ト

12地 域情報を対象にした分散協調型データベースシス ㈱エ マーズ

テムの開発

13電 子デバイス情報の海外提供サービスに関する調査 電子デバイス情報サービス㈱

14英 日キーワー ド変換機能をもつデータベース検索 シ カテナ㈱

海 外 ステムの開発

15CD-ROMに よる5ケ 国対訳特許用語辞典及び関 丸割㈱
連諸制度一覧の構築

16人 体形状画像データ合成のたあの技術開発 ㈹人間生活工学研究センター

170CRを 利用 したキーワー ド自動抽出に関する調査 ㈱ エレ外 ロニヲク・ライブラリー

研究

18既 存画像データのフォーマット変換システムのプロ ㈱ ジー ・サーチ

トタイプ作成

技 術 19安 全研究における多重シソーラス ・システム構築の ㈱紀伊國屋書店
ための基本安全用語データベースの開発

20デ ー タベ ース検索サ ポー トシステムのプ ロ トタイ プ セントラル開発㈱情報図書館

作成 RUKIT

21グ ループワーク支援のための分散型 トランザクショ ㈱新世代システムセ ンター
ン管理方式の調査研究
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1.産 ・学交流支援データベース構築の背景

1. 1東 北インテリジェン ト・コスモス構想とデータベース

東北インテ リジェント・コスモス構想は、東北自らの発想 による戦略的地域開発構想である。

従来、東北はその広大な自然環境 と食料の供給基地 としての役割のみがクローズアップされてき

た。本構想では、このような固定観念を取 り払い、東北の大地、そ して人々が持つ高いポテンシ

ャルを最大限活用 し、東北地方が 日本の頭脳(研 究開発)と 産業開発の国際拠点となり、重層的

産業構造を持 った未来型産業社会を形成す ることを目的 としている。この目的を達成 していくた

めに、研究開発、新産業育成 ・支援、高度情報化、基盤整備の4つ を基本プロジェクトとして推

進 している。そ して、 これ らの基本プロジェクトを推進 していく際の基盤として、データベース

は位置づけることができる。

研究開発

東北 イ ンテ リジェン ト・コスモス構想

高度情報化

∠「「

新産業育成 ・支援

プロジェク ト推進基盤

データベースの構築

先行事例
「産 ・学交流支援データベース」

東北インテ リジェント・コスモス情報セ ンター

(仮 称)

図1-1東 北 イ ンテ リジェン ト・コスモス構 想 とデータベース
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データベースの構築にあたっての基本方針は 「東北か らの情報発進」である。情報を東北か ら

発進 し、その情報発進への対応を東北自らが行 っていかなければならない。っまり、独 自での情

報収集 ・発信方法の実現である。そして、その見返 りとして ヒト・モノ ・カネの集積が図られ、

東北地方の産業化を支援 ・促進 し、研究開発、産業開発の拠点を形成 していくことになる。

データベースの構築活動を通 し、東北地方における情報のとりまとめ役としての機能を果たし

ていく 「東北インテ リジェン ト・コスモス情報センター(仮 称)」 の設立が予定 されている。

1.2

東北独自の情報の発進

研究開発
の拠点形成

産業開発

報土月

一ー
ヒ ト、 モ ノ、カネ

図1-2東 北からの情報発信

産 ・学交流支援データベースの目指すもの

産 ・学交流支援データベースが、東北地方において果た してい く目的には、文字通 り産と学と

の交流を促進するための道具となること(狭 義の目的)と 、東北地方からの情報発信の先進事例

となること(広 義の目的)の2つ があげ られる。

以下、この2つ の目的について述べる。

1.2.1産 ・学交流の促進の ため に

これまで日本経済は、鉄鋼業 ・造船 ・家電 ・自動車 ・半導体と言 うように、産業別に

富を創出し、世界市場の中で成功を納めてきた。しか し、今日の成熟 した経済社会の中

では、従来の産業別 という発想の中から新たな富を創出 していくことは難 しく発想の転

換 ・革新が求められている。新 しい需要 ・新 しい産業を起 こそうとした場合、従来の方

法を捨て去り、新たな方法を考える必要がある。そのたあに、異業種交流や新技術の導

入等が、以前よ りも増 して重要になってきていると言える。

まさに、産 ・学交流支援データベースは、業種を越えた企業同士の交流、専門分野を

越えた研究者同士の交流、更に企業と研究者の交流を促進 していくための道具とならな

ければならない。.新しい研究 ・新 しい技術 ・新 しい商品、そ して新 しい産業を東北の地

に創出 し、研究開発 ・産業開発の国際拠点として雇用の場を提供 してい く役割が期待さ

れる。
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1.2.2情 報発信の先進事例

東北地方において、独自データベースを構築 していこうとした場合、蓄積 していく情

報の"独 自性"の 考え方には、次のようなものがある。

表1-1情 報の独自性の考え方

情報の独自性 存在意義 事業の発展性

(1凍北の情報で、その需要が東北のみのもの ○ △

(2凍北の情報で、日本 ・世界全体で需要がありそうなもの ◎ ◎

(3旧本および世界の情報で、日本そして世界全体で需要がありそうで

且つ、まだ誰 もその価値に気づいていないもの

○ ◎

(1)の情報は、東北地方にとって存在意義のある情報ではあるが、事業の発展性を考え

た場合、多 くの需要があるとはあまり考え られない。

②の情報は、東北地方にとって存在意義があると同時に、その活用も日本国内はもと

より、全世界に及ぶ ものであり、世界的に存在意義のあるものと言える。そしてそれは、

事業の発展性の点か らも大いに評価できる。

(3)の情報は、存在意義はもとより、その情報に気がつけば最も事業としての発展性が

期待できるものである。 しか し、その情報が何であるかの、見つけ出しが非常に難 しい。

ここで構築 していく産 ・学交流支援データベースは、②の情報の独自性の考え方を基

本に、情報の収集 ・蓄積 ・提供を図ろうとするものである。

具体的なシステムの構築にあたっては、データベースに登録する情報の内容について

範囲を区切って、そのモデルを考え実作業を行っていく必要がある。最初から全ての情

報の収集を試みて も、その実現は物理的作業の点か ら非常な困難を要 し、同時にまた、

産 ・学交流支援データベースは、あるモデルを対象としての構築であっても、その有効

性(情 報の利用価値)が 失われないか らである。

産 ・学交流支援データベースの構築は、東北地方か ら世界へ向けての情報発信の先進

事例を作っていくことを示 している。そこでは、中央と地方 ・大企業と中小企業の区分

けは何 も必要ない。ただ、その情報に独自性があるか否かが問われている。独自性のあ

る情報について世界へ向けて発信することができ、世界に受け入れ られることができる

のである。

後発の利を活か し、積極的な情報の発信(攻 めの姿勢)に より市場を広げ、東北の発

展を促進 していく必要がある。その仕組みの先進事例として、産 ・学交流支援データベ

ースは位置づけることができる。
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1.3プ ロ トタイプシステム構築の目的

産 ・学交流支援データベースを構築 していこうとす る場合、何の土台 もなく最初か ら理想的本

格 システムを実現 していくことは、技術的にも資金的にも非常な困難を要する。従って、データ

ベースに登録する情報の内容について、範囲を区切ってそのモデルを考えプロ トタイプシステム

を構築 していく必要がある。

プロ トタイプシステム構築の大 きな目的は、集積される各情報群を絞 り込んだ形で、その相互

関係 ・つなが りと情報を入手 していくたあの検索方法、集積 された情報の出力イメージを示 し、

産 ・学交流支援データベースの仕組みを、利用者にご理解 していだ くことにある。

同時に、プロトタイプシステムの構築過程を通 じ、本格システムを実現 していく際の各種課題に

ついてノウハウを蓄積 していくという目的 もある。

プロ トタイプシステム構築に伴 う個々の具体的目的としては、次のような事柄があげ られる。

① 各データ項目の必要性の確認

② 各情報群の結びつき方の確認

③ 研究成果 ・製品群による情報の翻訳機能の確認

④ 各情報の収集方法の検証

⑤ 情報の整理 ・加工方法の検証

⑥ データの登録方法の検証

⑦ 本格システム構築へ向けての協力要請

なお、今回のプロ トタイプシステムの構築は、企業の情報 として 「宮城県工場通覧」、研究者

の情報 として 「東北大学工学部教官専門分野一覧」、研究内容の情報として東北大学金属材料研

究所の情報を対象 として実施 した。
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2.プ ロ トタ イプ シ ステ ムの 構 築

2.1プ ロ トタ イ プ シ ス テム の 構 築 体 制

東 北 イ ンテ リジェ ン ト ・コ スモ ス 構想 推 進 協議 会の学 術機 構 を実 施 主 体 と して 、 「産 ・学 交 流 支 援

デ ー タベ ー ス プ ロ トタ イ プ作 成 委 員 会 」 を設 置 し、外 部 ス タ ッフの協 力 を得 て 、 プ ロ トタイ プ システ

ム の構 築 と、 それ に伴 う各 種 検 討 を 実 施 した。

東 北 イ ンテ リジェ ン ト ・コス モ ス構 想推 進 協 議 会

1

東 北 イ ンテ リジェ ン ト ・コ スモ ス学 術 機 構

1

産 ・学 交 流 支 援 デ ー タベ ース プ ロ トタイ プ作 成 委員 会

・プ ロ トタイ プデ ー タベ ー ス作 成 部 会

・モ ニ ター実 施 ・検討 部 会

委 員 会 お よ び各 部 会 の 役割 は、 つ ぎの 通 りで あ る。

(1)産 ・学 交流 支援 デ ー タ ベ ー ス プ ロ トタイ プ作 成委 員 会

担 当 業務 ・プ ロ トタ イ プデ ー タベ ー ス作成 に かか る全 体 作 業 の審 議

・各 部 会へ の 検 討 内容 の 指 示 と検討 結 果 の評 価

② プ ロ トタイ プデ ー タ ベ ー ス作 成 部 会

担 当 業務 ・プ ロ トタイ プ版 デ ータベ ースの作 成

(3)モ ニ ター 実施 ・検 討 部 会

担 当 業 務 ・プ ロ トタイ プ版 を 提 供 し、 ユ ーザ か らの 意 見 ・要 望 等 の収 集

・収 集 した意 見 ・要 望等 につ いて の 検 討

(4)事 務 局

担 当 業 務 ・委 員 会 お よ び部 会 の運 営

・各 種 情報 の収 集

・その 他 、本 事 業 の 遂 行 に必要 な一 切 の業 務
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な お 、 委員 会 お よ び部 会 の構 成 メ ンバ ー は、 次 の通 りで あ る。

(1)産 ・学 交 流支 援 デー タ ベ ー スプ ロ トタ イプ 作成 委 員 会

委員長 科

塚

部

藤

田

平

山

本

添

藤

伯

伯

井

本

野

木

鳥

原

橋

宮

崎

田

部

辺

仁

赤

阿

伊

内

大

大

岡

川

齋

佐

佐

酒

坂

椎

篠

白

菅

高

田

宮

吉

渡

渡

郎

一

郎

洋

一

一

武

治

幸

郎

雄

愼

男

智

作

敏

郎

亜

明

一

俊

暁

郎

洋

一

次

雄

洋

四

壽

贋

尚

幸

良

勝

昭

高

禎

健

藤

則

正

秀

良

正

新

三

(氏 名表 示 は50音 順 に よ る)

(東 北大学金属材料研究所教授)

(東 北電力㈱地域開発協力部長)

(東 北大学大学 院情報科学研究科教授)

(秋 田県工業技術セ ンター所長)

(東 北学院大学工学部 教授)

(日 本大学工学部助教授)

(岩 手県工業試験場長)

(ア イ リスオーヤマ㈱取締役社長室長)

(東 北大学金属材料研究所教授)

(宮 城県工業技術セ ンター所長)

(東 北電子産業㈱取締役 社長)

(㈱ トーキ ン取締役)

(福 島県ハ イテクプ ラザ所長)

(八 戸工業大学工学部助教授)

(NTTデ ータ通信㈱東北支社営業企画部長)

(青 森県産業技術開発 セ ンター所長)

(東 北大学電気通信研究所教授)

(㈱ コ ミネ ッ ト仙台常務取締役)

(東 北大学工学部教授)

(山 形県工業技 術セ ンター所長)'

(東 北大学大学 院情報科学研究科教授)

(新 潟県工業技術セ ンター館長)

(北 芝電機㈱取締役技術総括 兼技術情報 システム部長)

(ハ イマ ン電子㈱取締役)

一6一



② プ ロ トタイ プ デ ー タベ ー ス作 成部 会

部会長 川 添 良 幸

副部会長 伊 藤 政 彦

大 沼 忠 彦

廣 瀬 充 久

松 田 伸 慶

③ モニ ター実施 ・検討部会

部会長 佐 伯 昭

副部会長 中 村 儀

小 関 洋

滝 沢 正

松 浦 典

(4)事 務局

事務総長

事務局次長

槻

鹿

熊

倉

青

西

福

長

松

桐

石

千

氏

星

田

野

谷

田

柳

谷

島

谷

本

田

井

葉

家

久

敏

吉

泰

良

宏

昭

川

栄

教

照

剛

光

雄

郎

司

彦

男

純

秀

美

雄

文

治

夫

裕

男

光

裕

士

義

(東 北 大学 金属 材 料研 究 所教 授)

(NTTデ ー タ通 信㈱ 東 北支 社 営 業 企画 課 長 代 理)

(㈱ コ ミネ ッ ト仙 台 パ ソコ ン通 信 部)

(㈱ トー キ ン企 画 部担 当部長)

(宮 城 県 工 業技 術 セ ンタ ー企 画情 報 室企 画 情 報 課 長)

(東 北 電子 産 業 ㈱ 取締 役 社長)

(岩 手 大学 名誉 教 授)

(ハ イ マ ン電 子 ㈱)

(宮 城 県 中小 企 業 情報 セ ンタ ー)

(ア イ リスオ ーヤ マ㈱)

(東 北 インテリジェント・コスモス 構想 推 進 協 議会 事 務 総 長)

(東 北 インテリジェント・コスモス 構想 推 進 協 議会 事 務 局 次 長)

(東 北 インテリジェント・コスモス 構想 推 進 協 議会 総 務 部 長)

(東 北 インチiJジェント・コスモス 構 想推 進 協 議 会総 務 部 部 長)

(東 北 インテリジェント・コスモス 構 想推 進 協 議 会総 務 部 次長)

(東 北 インテリジェント・コスモス 構想 推 進 協 議 会総 務 部 広 報 課長)

(東 北 インテリジェン}・コスモス 構想 推 進 協 議会 企 画 部 部 長)

(東 北 インテリジェント・コスモス 構想 推 進 協議 会 企 画 部 次 長)

(東 北 インテリジェン}・コスモス 構想 推 進 協議 会 企 画 部 調 査 課 長)

(東 北 インテリジェント・コスモス 構想 推 進 協 議会 企 画 部 企 画 課 長)

(東 北 インテリジェント・コスモス 構想 推 進 協 議会 企 画 部 参 事)

(東 北 インテリジェント・コスモス 構想 推 進 協 議会 企 画 部 参 事)

(NTTデ ー タ通 信㈱ 東北 支 社)

(NTTデ ー タ通 信㈱ 東北 支 社)
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2.2産 学 交 流 支援 デ ー タベ ー スの 構成 と概略

〆 、
＼ ノ

/、
＼ ノ

r、
＼ ノ

研究者群

①

＼ ノ

(1)

研究成果・
製品群
②

＼ ノ

(2)

団体群

③

＼ ノ

図2-1産 学 交 流 支 援 デ ー タ ベー スの 大 分類

表2-1各 情 報 群 の 概 略

項 番 群 名 概 略

① 研究者群 研究者に関連す る個人情報 ・所属機関 ・研究内容等 の情報か ら構

成 され る。

② 研究成果 ・製品

群

製 品品 目(品 物 の み に捕 らわ れず 、 技 術 、産 物 等 も含 む)を 介 し

研 究者 群 、 団体 群 との 結 び付 きを表 す 。

③ 団体群 流 通 機構 に 参 入 した い、 各種 団 体(民 間 企 業 ・組合 ・行 政 機 関等

)の 各 種 情 報(団 体 名 ・所在 地 ・業種 ・PR情 報等)か ら構 成 さ

れ る。

産 学 交流 支 援 デ ー タベ ー スは 、① 研 究者 群 、② 研 究 成 果 ・製 品群 、③ 団 体 群 か らな る情 報 群 に よ り

構 成 され 、② 研 究 成 果 ・製 品 群 を介 し研 究 者 群 、 団体 群 の 各情 報 の 活 用 を充 実 させ るデ ー タベ ー ス

で あ る。

研究 成 果 ・製 品 群情 報 の 機能 は、(1)製 品 品 目 に関 係 す る各 研究 成 果 ・研 究生 産 物 を検 索可 能 と し、

且 つ 当該 研 究 成 果 ・生 産 物 の研 究 発 信 元 の情 報 も検 索 可 能 とす る こと に よ り研究 者情 報 の 活 用 を計

る。(2)あ る製 品 品 目か ら存 在 して い る商 品 名 を検 索 可 能 と し、 且 つ扱 って い る団 体 の検 索 も可能

とす る こ とに よ り団 体情 報 の活 用 を計 る 。

(1)・(2)よ り、産 業 機 関 ・学 術 機 関 と相 互 の交 流 を 促 進 して い く もの で あ る。

更 に 、研 究 者 情 報 ・団体 情 報 おの お の を 、 さま ざ ま な角 度 か ら検索 可 能 と し詳 細 な情 報 を提 供 しよ

うとす るデ ー タベ ー スで あ る。

本 デ ー タベ ース の詳 細 な構 想 案 に つ いて は、 「研 究 者 デ ー タベ ー スの 構 築 に関す る調 査 報 告 」(平

成5年3月 発 行)を 参 照 され た い。
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ー

q⊃

ー

論文群

学会群

、'

製品群

提供群

分野 ・業種
群

要求群

団体情報
群

団体PR群

求人群

研 究 者 君羊 研 究 成 果 ・製 品 群()表示 団 体 君羊

図2-2産 ・学 交支 援デ ータベ ース(中 分類)



2.3プ ロ トタ イ プ シ ス テ ム の 概 要

2.3.1概 要

産 学 交 流支 援 デ ー タベ ー ス(旧 称 研 究者 デ ー タベ ース)の 内 容 を 全 て盛 り込 む ので は な く、研 究 者 群

、研 究 成 果 ・製 品群 、 団 体群 の関 連 を 限 定 され た格 納情 報 によ り概 念 の みを 表 す もの で あ る。

構 成 的 に は、 産学 交流 支援 デ ー タベ ース 構 想 の大 分 類 を保 ち、 各 情 報群 の概 念 的機 能 の み を 表現 し、

モニ ター 対象 の 各機 関 の方 々 に構 想 概 念 を 掴 ん で頂 き、次 た る ステ ップ の足 掛 か りとす る。

(5)

1 (注)一 一ー レ 検 索 機 能

(3)

1

研究者群

①

(研 究者情報)

研究成果 ・
製品群

②

(製品情報)

」 L

(4)

1

団体群

③

(団 体情報)

*(1)

*(2)

(3)

(4)

(5)

製品情報か ら当該製品品 目に関連す る研究成果を検索 す る機 能。

製品情報か ら各団体が提供 している商品を検索す る機能。

(1)にて検索 された研究成果、又は特定項 目により研究者個人情報を検索す る機能。

② にて検索 された団体情報 ・商品広告情報、又は特定項 目により団体情報を検索す る機能 。

登録 されている製品品 目を検索す る機能 。

*:(1)、 ② の各 検索 機 能 は、 数例 の み モニ ター検 索 可能 とす る。

一10一



ー

ご

ー

商 用TSSセ ン タ

研究者情 報DB 製品情報DB 団体情報DB

口 ○ 口

図2-3 プ ロ トタ イプ シス テム の構 成

利 用 可 能 端 末

PC-9801シ リ ー ズ

J3100

DOS/Vパ ソ コ ン

通 信 ソ フ ト

ま い と 一 く(Ver.2.1)

一 オ ー トパ イ ロ ッ ト対 応

通 信 手 順

1200bps無 手1順

利 用 ネ ッ トワ ー ク

DDX-TP



2.3.2プ ロ トタイプ システム の 内容

研究者群 研究成果 ・製品群 団体群

一 ∨
＼ ノ

①
プロトタイプ版

研究者群
＼ ノ

i
:

/＼＼ ノ i
:

一 へ＼ ノ

②
プロトタイプ版

研究成果・製品群
＼ ノ

③プ
ロトタイプ版

団体群
＼ ノ

表2.2プ ロ トタイプシステムの内容

…

烏

1

項 番 デ ー タベ ース名 概略 入力情報元

①

研究者群

研究者情報 ω驚繋留璽舞鶴騰 鱗雲編。
東北大学 鐸 墓料研饗

よ㌍ 搬 より回答

論文情報 (2閨鑓 曜 罫 論 議 若 鶏 晶 シ
ループ.共同

研究団体 ・アブス トラク ト 等により構成され る。

東北大学 金属材料研究所 所属教授より回答

講座 ・部門情報 (3難 玉響竃 嫌 纏 旛 番号・儲 東北大学 金属材料研究所 所属教授より回答工学部 「独創
」より

②

畦㌶ 群

製品情報DB (1)藁論`2で羅 麹鵠騨 韓 国纏縫肱 全国工業通覧 使用業種

製品品目一関連研究成果 ② 研究成果と応用 ・利活用されている製品品目との関係

難 編 蹴 蹴編2曝

東北大学 饗 ㌘ 研究所 饗 差糠 翻

製品品目一関連商品 (3)各 団体が提供 している商品名と製品品目との関係付を

灘 ξ鮎R。 、ント附 加。

東北大学 璽 ㌘ 研究所 饗 闘 離 翻
一般商品の抜粋

団嬢
団体情報DB 各種団体(民 間企業 ・組合等)単 位の情報を格納す る。

団体名 ・代表者 ・業種等の項 目により構成される。

宮城県工場通覧より抜粋



2.4プ ロ トタイプデータベースレコー ドの構成

2.4.1研 究1青報データベースレコー ド構成

-

嵩

ー

情報名 研究者群(個 人情報1/6) NO 1/10

物理レコード名 レ}ド名 データ項目名 赤 データ項目内容 繰り返
し回数

サイズ 見出し 嚇 イ万 ックス

一 覧 詳 細 属性 大きさ醐 鞠 ノ琳 数

KE㎜ KEMくYUR ㎜C 一 一
氏名コー ド

一 C 10 10 10 (省略) 1234567890 WCS

研究者個々に付与する固有のコード

㎜ ○ ○ 研究者氏名(漢字) 一 KV 10 4 8 酩 前1トー郎
一

氏名コードに対応する研究者の氏名(漢

字)

KNAMEE ○ ○ 研究者氏名(英字)
一 CV 25 10 10 坐

Lス ペ_ス

Maekawa,Ichiro 一

氏名コードに対応する研究者の氏名(英

字)

酬EJ 一 一

,

研究者氏名(カナ) 一

、

CV 20 10 10 (省略) マエカワイチロウ 一

氏名コードに対応する研究者の読み(カ
ナ)

KYM〈U ○ ○ 役職 一

」

K 3 3 6 役職 教授、助教授 … 等 一

当該研究者の役職(教1受 ・助教授 ・講師

等)

KSEIW ○ ○ 生年月 一 K 8 8 16 生年月 1930年1月 一

当該研究者の生年月

属性:C:文 字(㎜)K:日 本語(漢 字)、CV:可 変長文字、KV:可 変長日本語 イ励 クス:WCS(エ ークキー)、ESS(拡 張:サイ 栃 ックスセット「非x－ クキー」)



ー

」
』
ー

情報名 研究者群(個 人情報2/6) NO 2/10

物理レコード名 レコード名 データ項目名 赫 データ項目内容 繰り返
し回数

サイズ 見出し 嚇 イ万 ックス

一 覧 詳 細 離 大きさ舗 鞠 川 数
KE㎜ KE㎜ KDAI1 一 ○ 最終出身大学・学部 ・

学科

一 KV 37 15 30 ①最終出身大学 ・

学部 ・学科

(脚 ヒ大学 ・1蜘 ・梅鞘 斗 『

ミ

田〕AI1、M 一 ○ 卒業年月 一 K 8

KV12

8 16 △卒業年月 △1956年3月 一

九.子 業年

KDAIIC 一 ○ 取得学位 一 K 5 4 8 取得学位 理学士 一

当該研冗 ミ 学にて取得した

学位(工 学修士 ・・)

田)AI2 一 ○

、

最終出身大学院 ・研究

科 ・専攻

一 KV 37 20 40 ②最終出身大学院
・研究科 ・専攻

⑫凍ヨヒプ工 完・1一 斗・艦
載

一

ミ

KDAI2W 一 ○ 修了年月 一 K 8

KV12

8 16 △修了年月 △1959年3月 一

九 ミ.了 年

KDAI2C 一 ○ 聴尋学位 一 K 5 4 8 取得学位 理学修士 一

九 ミ こて取得し

た学位(工 学修士 ・・)

属性:C:文 字(榔)K:日 本語(漢 字)、CV:可 変長文字、KV:可 変長日本語 イ万 ヲクス:WCS(エ ー舛 一)、ESS(拡 張:サテ ィげ ックスセット 「非1二一クキー」)



-

宗

1

情報名 研究者群(個 人情報3/6) NO 3/10

物理レコード名

KENKYUR

レコード名

KE㎜

データ項目名

田〕AI3

kl)AI3YM

KDAI3C

田〕AI4

KSE剛ON

凹くIKAN

KGATUKA

赤

一 覧

○

○

○

詳 細

○

○

○

○

○

○

○

データ項目内容

その他大学

修了年月

面縛学位

その他出身校

専門分野(表 示用)

襯

所属学科

繰り返
し回数

サイズ

離

KV

K

K

KV

KV

KV

KV

大きさ

37

8

5

74

200

51

15

鞠

KV12

KV37

鞠

6

8

4

30

120

51

01

財ト数

12

61

8

60

240

30

20

見出し

③その他大学

△修了年月

取得学位

④その他出身校

*専門分野

⌒

△所属学科

嚇

③京都汰学

当該研究者の最終出身大学以外に学んだ

瀧

△1972年9月

当該研究者の最終出身大学以夘こ学んだ
その他大学の修了年

工学博士

当該研究者の最終出身大学脚 こ学んだ
その他大学にて取得した学位

④仙台市立××ノ」学校、oo高 等学校

大学以外の出身校

*EgFBfi里 予 杉伴斗言十沮1岸:榊 斗● ・ ● ・

当該研究者の研究専門分野(表示用)

☆東北大学 ・工学部

当該研究者の所属機関名(大学名・学部
・研究所等)

△機械電子壬学科

燐 科名

イ万 ヲクス

ESS

属性:C:文 字(ANK)K:日 本語(漢 字)、CV:可 変長文字、KV:司 変 長日本i吾 イガ ックス:WCS(x一 クキー)、ESS(拡 張:サ ーチィ万 ックスセット 「非x一 クキー」)



一

宗

ー

情報名 研究者群(個 人情報4/6)
NO 4/10

物理ロード名 レコード名 データ項目名 赫 データ項目内容 繰り返
し回数

サイズ 見出し 構 イ万 ヲクス

一 覧 詳 細 馳 大 きさ醐 鞠 ノ外 数

KE㎜ KE㎜ 円くOUZA ○ ○ 所属講座 ・部門等 一 KV 20 12 24 所属講座 ・部門等 精密成形学講座
一

は部門名等

附くE㎜G 一 ○ 共同研究ク)レープ 一 KV 訂 20 40 #共 同研究ク)レー

プ

#金 属材*躬劃[鋭験クツレープ
一

当該研究者の共同研究グループ名

KGA㎜1 一 ○ <
一 KV 120 40 80 一 ◆所属学会 日本機械学会、日本材料 ・

一

当言

KTEMA 一 ○ 研究テーマ
一 KV 120 40 80 ○研究テーマ OXXXに おける熱効果、CO理 論 ・・

一

当該研究者のこれまでの研究テーマ。

現行も含む。

㎜OUDOU 一 ○ 共同研究参加意思 K 7

KV12

7 14 共同研究参加可否 共同研究参力呵 又は 共同研究参加否
一

共同研究に参り[↑する意識,

眠OUSI 一 ○ 講師受託意思 K 5 5 10 講師受託可否 講師受託可 又は 講師受託否
一

講師依頼0河能が否か

属性:C:文 字(ANK)、K:日 本語(漢 字)、CV:可 変 長文字、KV:可 変 長日本語
イ万 ックス:WCS(x－ クキー)、ESS(拡 張=サーチイガ ヲクスセット 「非x－ クキー」)



-
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情報名 研究者群(個 人情報5/6) NO 5/10

物理レコード名 レコード名 データ項目名 赫 データ項目内容 繰り返
し回数

サイズ 見出し 嚇 イ万 ックス

一 覧 詳 細 離 大きさ醐 鞠 ノ琳 数

毘㎜UR KENKYUA KSEIK巫 一 一 研究成果(検 索用) 20 KV 20 40 80 (省略) ? ESS

当該用研究者のこれまでの研究成果を分
書賂納し検索時に検索可能とする。

KE㎜ KSEIHINK 一 一 応用製品(検 索用) 20 KV 18 40 80 (省略) ? ESS

当該研究者がこれまで、開発に直接係わ
った製品品目名を登録する。

検索時に複数項目検索可能とする。

KE㎜C ㎜K 一 一 研究者氏名(検索用) 6 KV 25 30 60 (省略) 前1白 瓜 前ll、 一郎 マエカワイチロ

ウ、マエカワ、イチロゥ

ESS

当言亥氏名iコード対応]

格納し、当該レコード検索時に複数項目

検索可能とする。

o

KE㎜ KSEトMONK 一 一 専門分野(検 索用) 40 KV 10 240 蜘 (省略) 榊 着順1岸、材料強度試験、材料破壊学

材料、計測 材料強度、強度、試験、破

壊

ESS

表示用の専門分野を分割格納し、当該レ
コード検索時に複数項目検索可能とする

o

属性:C:文 字(ANK)、K:日 本語(漢 字)、CV:可 変 長文字、KV:可 変 長日本語 イガ ックス:WCS(x－ 対 一)、ESS(拡 張:サーチイ万 ックスセット 「非1ニークキー」)
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情報名 研究者群(個 人情報6/6) NO 6/10

物理レコード名 レコード名 データ項目名 赫 データ項目内容 繰り返
し回数

サイズ 見出し 嚇 インデックス

一 覧 詳 細 離 大きさ舗 鞠 ノ川 数

KE㎜ KE㎜E 0〈OUZAK 一 一 所属講座 ・部門名等

(検索用)

10 KV 20 25 50 (省略) 精密成形学講座 精密成形学
精密成形 精密 成形

ESS

表示用の講座 ・部門名等を分割格納し、

当該レコー ド検熟手こ複数項目検索可

能とする。

1562 レコー ド数400×1562=0.7Mバ イ ト

属性:C:文 字(AM〈〉、K:日 本語(漢 字)、CV:可 変 長文字 、KV:可 変 長日フ嬬吾 イ万 ックス:WCS(x－ クキー)、ESS(拡 張:サーチイ万 ックスセット 「非=一 クキー」)
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情報名 研究者群(講 座・部門案内1/2) NO 7/10

物理レコード名 レコード名 データ項目名 赫 データ項目内容 繰り返
し回数

サイズ 見出し 嚇 イ万 ヲクス

一 覧 詳 細 離 大きさ醐 鞠 ノ曾ト数

SYOZOK皿 SYOZO㎜ SKIK州C
一 一 機関番号 C 5 5 5 (省略) 01001 WCS

案内する機関 ・講座 ・部門単位に固有の
コード

SKIK州 ○ ○ 撒 KV 37 30 60 襯 菊{× ・王都 ・縦 工静 斗 一

当該講座 ・部F助所属機関

SKOUZA ○ ○ 講座 ・部門名等
(表示用)

KV 20 12 24 講座 ・部門名等 精密威圧i群講座 一

案内する講座 ・部門等の名称

皿DNO 一 ○ 郵便番号 C 6 6 6 垂順番号 982-× × 一

機関番号に対応する機関・講座・部門の

所在地に対応する郵便番号

皿)D 一 ○ 断 KV 32 20 40 所在地 宮城県仙台市青葉区片平5丁 目30-1 一

機関番号に対応する機関 ・講座 ・部門の

所在地

㎝EL
一 ○ 電話番号 CV 16 16 16 電話番号 TEL.022-241-2345 一

当言亥 棚 ・誕 ・師 囎 給電言舌番号

属性:C:文 字(ANK)、K:日 本語(漢 字)、CV:司 慶 長文字、KV:可 変 長日本語 イ万,クス:WCS(エ ークキー)、ESS(拡 張:サiイ 万 ヲクスセット 「非x－ クキー」)
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情報名 研究者群(講 座 ・部1榛 内2/2) NO 8/10

物理レコード名 レコード名 データ項目名 赫 データ項目内容 繰り返
し回数

サイズ 見出し 構 イ万 ックス

一 覧 詳 細 離 大きさ醐 鞠 ノ冊 数

SYOZO㎜ SYOZOKUR SFAX 一 ○ FAX CV 16 16 16 FAX TEL.022-241-5432 一

当該 機関 ・講座 ・部F助FAX番 号

SKENN 一 ○ ⌒ KV 148 50 100 ⌒ (教 授)前1ト ■郎

助 教授)佐 藤 清 ・岡谷新治

(講 師)到ll規 一

働 手)甲 亨

一

当該 機撲1・言動杢・音陣『一 音

SS㎜ 一 ○ 灘 K 8 8 16 醐 平成3年4月
一

当該 機関 ・講座 ・部門の開設年月

設立年月等

皿S 一 ○ 講座 ・音仲『等の概略 KV 500 500 1000 ・概略 当 研 究 室 は 、 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ …
一

男

SYOZOI側A SKOUZ巫
一 一 講座 ・部門(検 索用) 20 KV 20 80 160 (省略) 精密成形学講座、精密成形学S精密、成

艀

ESS

当該講座 ・部門等の名称を分割して格納

し、当該レコード検索時に複数項目検索

可能とする。

他に、当講座 ・部ヨ『等の検索に必要と思

われる内容(研 究機関 ・研究者等)格 納

1443 レコー ド数50×1443=01Mバ イ ト

属性:C:文 字(服)、K:日 本語(漢 字)、CV:可 変 長文字、KV:可 変 長日本語 イガ ックス:WCS(x－ クキー)、ESS(拡 張:サffイ励 クスセット 「非 仁一クキー」)
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情報名 研究者群(論 文情報1/2) NO 9/10

物理レコード名 レコード名 データ項目名 赫 データ項目内容 繰り返
し回数

サイズ 見出し 嚇 栃助ス

一 覧 情 報 離 大きさ醐 鞠 州 数

RO冊㎜ RONB㎜ 田～ONBUNC
一 一 論文番号 C 5 5 5 (省略) 00001 WCS

論文個々に対する固有のコード

RRONB㎜ ○ ○ 論文名 KV 74 37 74 論文名 金属劣H閑性に関する熱効果醒命 一

論文コード対応の論文名称

㎜OSY州 ○ ○ 醐 KV 148 70 140 *著者名 *山 田太郎 ・吉田浩一・鎌噺i胱 ・滝田

紘

一

当該論文の著者名 複数名記入可

RSYOZOKU 一 ○ KV 74 50 100 ☆東北大学 ・工学部・機械電子工学科・

精密成形講座

一・講

座 ・部門等 関.醐 辮

著者の主な研究所属機関 ・講座 ・部門等

RG巫U 一 ○ 一 線関 KV 37 20 40 ①共同研i酬 機
関

①金属材料摘囹験グループ
一

当該論文に関する共同研究の学術機関

円くIGYO 一 ○ 共同研究企業・団体 K 37 20 40 ②共同研究企業・
団体

②みちのく金属工業
一

当磁論文に関する共同機知 企業・田本

属性:C:文 字(ANK)、K:日 本語(漢 字)、CV:可 変 長文字、KV:可 変 長日本語 イ万 ックス:WCS(エ ー舛 一)、ESS(拡 張:サーチイ励 クスセット 「非工 ークキー」)
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情報名 研究者群(論 文情報2/2) NO 10/10

物理レコード名 レコード名 データ項目名 赫 データ項目内容 繰り返
し回数

サイズ 見出し 嚇 インデックス

一 覧 情 報 離 大きさ醐 鞠 ノ阿ト数

ROトB㎜ ROMI㎝R ㎜TUKOU 一 ○ 猪ヨ詩名 KV 37 15 30 発行詩名 東北出版 一

当該論文の発行詩名・発行機関

㎜㎜ 一 ○ 発表年月 K 8

KV9

8 16 発表年月 平成3年12月 一

当該論文を発表した年月

RPEGE 一 ○ 論文ページ数 KV 5 5 5 論文ページ数 150頁 一

当該論文のページ数

R胡S 一 ○ 罐 KV 800 700 1400 ・論文概要 ・ こ れ ま で 金 属 材 料

● ● ■ ● ● ● ●

一

当該論文のアブストラクト

RONBUM RKEYK 一 一 論文情報検索キーワー

ド

30 KV 25 300 600 (省略) ESS

、 る際に、必要と思

われるキーワード

論文名 ・著者名・共同研究者 ・研究クツレ
ープ・研究田本

論文内のキワード項目

等を分割して格納する。

2450 レコー ド数100×2450=α3Mバ イ ト

属性:C:文 字(ANK)、K:日 本語(漢 字)、CV:可 変 長文字、KV:可 変長日本語 イ万 ックス:WCS(x－ 対 一)、ESS(拡 張:サーチイ万 ックスセッ}「 非L－ クキー」)



2.4.2団 体「青報データベースレコー ド構 成
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情報名 団体群 NO 1/4

物理レコード名 レコード名 データ項目名 称 データ項目内容 繰り返
し回数

サイズ 見出し 儲 イ万 ヲクス

項 詳細 広 離 大きさ醐 鞠 ノ川 数

D州TAIR D州TAIR D岬C 一 一 一 団体登録コード 一 C 4 4 4 (省略) 1234 WCS

登綱 本個 に々付与する固有のコード

D榔{E ○ ○' ○ 会社 ・]コ易D名称 一 KV 22 15 30 会社・]コ穿り名称 セイコー電子部品株燧d仙 台営業所 一

団体登録コードに対応する会社・]蜴の

名称(漢 字)

DSW 一 ○ 一 撒 一 KV 14 10 20 撒 口 一

団体登録コードに対応する会社 ・・工場

の業種

D朋DNO 一 ○ 一 郵便番号 一 C 6 6 6 郵便番号 982-XX 一

団体登録コードに対応する会社・工場の
所在地対応の郵便番号

DADD ○ ○ 一 所在地 一 KV 32 20 40 本社所在地 宮城県仙台 目30寸 一

団体登録コードに対応する会社 ・]揚の

所在地

DTEL ○ ○ 一 電話番号 一 CV 16 16 16 電話番号 TELO22-245-2181 一

団体登録コードに対応する会社 ・工場の

代表的な電話番号

属性:C:文 字(ANK)、K:日 本i吾(漢 字)、CV:可 変 変文字、KV:可 変長 目零 吾 栃 ックス:WCS(五 一クキー)、ESS(拡 張:サーチィ万 ヲクスセット 「非1二一クキー」)
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情報名 団体群

物理レコード名 レコード名 データ項目名 赫 データ項目内容

十 詳細 広

D州TAIR D州TAIR DFAX 一 ○ 一 FAX

DPRESN 一 ○ 一 繊

DSIHON 一 ○ 一 資本金

DNENSYOU 一 ○ 一 年商額

DS㎜ 一 ○ 一 設立年月

DPAROD 一 ○ 一 親会社所在地

属性:C:文 字(ANK)、K:日 本語(漢 字)、CV:可 変 変文 字、KV:可 変 長日

繰り返
し回数

サイズ

さ対雛

16VC

VK

31N

31N

10K

8VK

醐 数トWノ鞠

6161

3051

4

4

0201

84

見出し

FAX

繊

資本金(百万円)

年商(百 万円)

設立年月

親会社所在地

NO2/4

備考 イ励 クス

FAX.022-245-2187

団体登録コードに対応する会社 ・]甥の

代表的なFAX番 号

佐々木 富雄

当該会社 ・工場の代表者名(漢 字)i表示用

180(単 位百万円)一

当該会社 ・工場の資本金(単 位百万円)

15000(単 位百万円)

当該会社 ・工場の年商額(単 位百万円)

昭和60年4月

当該会社・工場 り設立年月

XX県 ○○町

当該会社・

イ励 クス:WCS(エ 一対 一)、ESS(拡 張:サiイ 万 ックスセvト 「非L－ クキー」)
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情報名 団体群 NO 3/4

物理レコード名 レコード名 データ項目名 赫 データ項目内容 繰り返
し回数

サイズ 見出し 嚇 イガ ックス

噴 詳細 広 離 大きさ醐 鞠 ノ川 数

D柵AIR DA町AIR D㎜ ㎝ 一 ○ 一 」蜴区分 一 KV 3 3 6 上場区分 非上場 一

当該会社 ・]ユ穿り上場伏況

(上場 ・非上場)

DNINZUU 一 ○ 一 = 一 N 31 一 4 = 390(単 位人) 一

当該会社 ・

D楓YOU 一 ○ 一 … 一 KV 111 70 140 ◆事業内容 ◆各種高弾生、恒弾生榊糊 ・・製造
一

当該会社 ・]場の事業内容

DSEIHIN 一 ○ 一 翻 一 KV 148 50 100 = ◎ 」型 ボ タ ン型 電 池 ・ ・ ・ ・ ・・ …
一

当該会社 ・ユ揚の取扱っている商品

(表示用)

D胡S 一 ○ 一 経歴及び特色 一 KV 148 100 200 〈濯 歴及び特色 ◇ 当 社 は 、 昭 和32年 ・ ・ ・ ・…
一

当該会社 ・工場のこれまで経歴 ・特色

DKOU〈OKU 一 一 ○ 団体広告 一 KV 111 100 200 *団 体PR広 告 *・ …(企 業宣伝内容)・ … 一

当該団体の宣伝PR情 報を格納する。

属性:C:文 字(州K)、K:日 本 語(漢 字)、CV:可 変 変文字 、KV:司 変 艮日本語 イガ ックス:WCS(x－ クキー)、ESS(拡 張:サイイ万 ヲクスセット 「非x－ クキー」)

4●
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情報名 団体群 NO 4/4

物理レコード名 レコード名 データ項目名 赤 データ項目内容 繰り返
し回数

サイズ 見出し 嚇 イ万 ヲクス

十 詳細 広 属性 大きさ醐 鞠 船 数
D㎜AIR DAMAIA DSEIHINK 一 一 一 製臨 名(検索用) 20 KV 15 20 40 (省略) ノ1型ボタン型電池、 … ESS

当該会社・工場の取扱っている商品名

D胴AIB DSEIHINJ 一 一 一 製晃商品名(カ ナ) 20 CV 20 30 30 (省略) コガタボタ浦タデけ 一

当該会社・]コ易の取扱っている商品名
「カナ」読みMAX10

DAMAIC DADDK 一 一 一 住所コード(検索用) 一 C 5 5 5 (省略) 市区町ホ寸コー ド(JISコ ー ド) ESS

団体登録コードに文寸する会社 ・工場の所

在地対応の住所コード

D州TAID DPRBGNK 一 一 一 代表者名(カ ナ)

(検索用)

一 KV 20 10 10 (省略) ササキ トミオ ESS

当該会社・工場の代表者名対応の読み

D州TAIE DN酬EK 一 一 一 会社 ・ユ場D名 称

(検索用)

3 KV 22 30 60 (省略) セイコー電子部呈株式会社仙台営業所、

セイコー電子音隈 トセイコー
ESS

会社・ ・ 格納し、当該レ
コード検索時に複数項目検索可能とする

DAMiAIF DS㎜ 一 一 一
業種コード(検索用) 2

'

C 2 2 2 (省略) 32(ロ" ESS

業種名対応の業種コードを格納し、当該
コー ドにより検索可能とする。

(

995 レコー ド数1000×995=1.5M

属性:C:文 字(巡)、K:日 本語(漢 字)、CV:可 変長文字 、KV:可 変長 日本i吾 イ万ックス:WCS(エ ー舛一)、ESS(拡 張:サーチィ万ックスセヴト「非1二一クキー」)



2.4.3製 品情報データベースレコー ド構 成

〔1〕 「製品情報」
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情報名
'

研究成果 ・製品群
NO 1/5

物理レコード名 レコード名 データ項目名 赫 データ項目内容 繰り返
し回数

サイズ 見出し 嚇 イ万 ックス

離 大きさ鞠 鞠 間 数
SEIHI冊 SEIHIM{ HSEIHINC ○ 製品コー ド 一 C 6 6 6 コ ー ド 322200-00-一

躍難[

WCS

製品品目単位(咽 有のコード

前2桁:製 纐 一ド、後2桁:中 分類
コード＼後2桁:00

HB㎜UIC 一
製 粉類コード 一 C 2 2 2 (省略) 32 ESS

製9品 目を分類するコード

業 重コー ドに戦 ㌧る:(12～33)

HBUNRUIN ○ 三 一 KV 14 10 20 三 一 一

製顕 類コード対応鷹 揚類名

田YOUZI 一 緬 一 C 1 1 1 (省略) 1:1画 面 目,2:2画 面 目 … ESS

表示画面番目を表す。
表示時当該項目を用いて表示頁とする。

HSEIHIN ○ 製呈品目名(表示用) 一 KV 18 10 20 製品品目名 時計 ・同部分品 一

製品コ一散輸)製 品品目名

分類情報名は、通信ソフト上に持つ。

49 レコー ド数700×49・=α4Mバ イ ト

属性:C:文 字(ANK)K:日 本語(漢 字)、CV:可 変長濾KV:可 変長日柄 吾 イ万 ヲクス:WCS(x－ 対 一)、ESS(拡 張:サーチイ励 クスセヲト 「非r－ クキー」)



〔2〕 「製品 ・研究成果」

1

田

|

蹴
|

研究成果・製品群 NO 2/5

物理レコード名 レコード名 データ項目名 称 データ項目内容 繰り返
し回数

サイズ 見出し 嚇 イガ ックス

離 大きさ醐 鞠 ;恥 数

SEIMR SEI㎜ 1㎜AN 一 臓 一 C 8 8 8 (省略) .製品 コー ド+通 番
WCS

L6桁L2桁

製品コー ド+通番で固有のコード

ISEIHINC 一 製品コード
一 C 6 6 6 (省略) 282900-00--

lL中 頒 コ_ド

製品分類コー ド

ESS

製晃品目単位の固有のコード

(製品情報に存在するコード)

ISEIHIN ○ 製盟 目名(表示用)
:

一

「

へ

KV 18 10 20 製晃品目名 ボル ト・ナット・リベ ット等
一

‖娼 コー ド文寸応の‖蠕 目1名称

(製品情報に存在する製品品目名)

ISEIM ○ 噸 一 KV 20 20 40 応用研究成果 梛NNNの 材料強難 姓
一

当言i嬉墾品に応用されている研究成果名

(研究者情報に存在する研究成果)

INAMEK ○ 灘 一 KV 148 70 140 *研究者氏名 *前1ト 郎 ・山田一郎 ・吉田浩一 一

(複数人記入可)

属性:C:文 字(榔)K:日 本語(漢 字)、CV:可 変長文字、KV:可 変長日本語 イ万ワクス:WCS(エ ークキー)、ESS(拡 張:サイイげックスセット「非L－ クキー」)

一



ー

N
㊤
ー

情報名 研究成果・鮎 謡羊 NO 3/5

物理レコード名

SEIKAR

レコード名

SEIKAR

SEIKAA

データ項目名

ISYOZOKU

IG巫U

IKIGYO

ISEIHI}限

赫

○

○

○

データ項目内容

研究者所属機関 ・講座
・部門等

共同研究企業 ・団体

製呈品目名(検索用)

繰り返
し回数

6

サイズ

離

KV

KV

KV

KV

大きさ

74

37

81

醐 鞠

20

20

ノ琳 数

100

40

40

40

捌

見出し

・講座 ・部門等

一関

②共同研究企業 ・
離

(省略)

構

☆東北大学 ・工学部 ・榊 勃[圧学科・精

密成形学講座

研究者の主な研究機関 ・講座 ・部門 等

①金属材料i剣ヒ試験グループ

当言⌒ こ関する共同研究の学術機
関

③宮城県主業翻

当該研究成果に関する共同研究の企業・
蹴

ボル ト・ナット・リベ ット等 ボル ト、

ナット、 リベット、小ねじ、木ねじ

当該製品コード対応の製品品目名を分割

格納し、当該レコード検勲事こ複数項目

検索可能とする。

イ万 ヲクス

ESS

レコー ド数 ×434= Mバ イ ト

属性:C:Si享(ANK)K:日 本語(漢 字)、CV:可 変長疎KV:可 変長日本語 イ万 ヲクス:WCS(五 一クキー)、ESS(拡 張:サーチイ励 クスセッ1「 非x－ クキー」)



〔3〕 「製品 ・団体製品」

1
8
1

情報名 研究成果・製蹄 羊 NO 4/5

物理レコード名 レコード名 データ項目名 赫 デし夕項目内容 繰り返
し回数

サイズ 見出し 嚇 イげ ヲクス

離 大きさ醐 鞠 ノ外 数

SYOHI冊 SYOHIM～ YTUUBAN 一 臓 一 C 8 8 8 (省略) 製品コード+通番 WCS－
L6桁L2桁

製品コード+通番で固有のコード

YSEIHINC 一 製品コード 一 C 6 6 6 (省略) 230100-00--

L㎏㌶=1

ESS

製品品目単位の固㈲のコード

前2桁:製 品分燥 一ド、後2桁:中 分類
コード、後2桁:00

YSEIHIN ○ 製昆品目名(表示用) 一 KV 18 10 20 製品品目名 自動車用タイヤ ・チューブ
一

製品コード対応の製品品目名称
(製品情報に存在する麹 品目名)

YSYOUHIN ○ ⌒ 一 KV 15

KV37

15 30 ⌒
、

伊Dス タットドン ・WINTER
一

当言剃 品目に属する商品名

㎝ 本情報の工 こ存在する商品名
)

W〕AMAI ○ 団体名 一 KV 22 15 30 取扱団本名 ベス トタイヤ株式会社 一

当該商品を扱っている団体名称
⊂到本情報に存在する団本名)

属性:C:文 字(珊)K:日 本語(漢 字)、CV:可 変長文 字、KV:可 変長日本語 イガックス:WCS(五 一クキー)、ESS(拡 張:サイィ万ックスセット「非1二一クキー」)



ー

ω
一
一

情報名 研究成果・製i認羊 NO 5/5

物理レコード名 レコード名 データ項目名 赫 データ項目内容 繰り返
し回数

サイズ 見出し 嚇 イ万 ヲクス

離 大きさ舗 鞠 州 数

SYOHINR SYOHI冊 W〈OU〈OKU ○ = KV 111 80 160 続 (広告)ス タッドレスタイヤの革命児
● ● ● ● ■ ● ● ■

一

当該敵)PR情 報を格納

SYOHIM YSEIHIM( 一 郷 品目名(検索用) 6 KV 18 20 40 (省略) 自動車用タイヤ・チューブ 自動車タ

イヤ 自動車タイヤチューブ タイヤ

チューブ

ESS

当該製品コード対応の製緩品目名を分割

格納し、当該レコード検認事こ複数項目

検索可能とする。

一 一 一

一 一 一

一 一 一

一 一 一

一 一 一

一 一 一

一 一 一

蹴 レコ ー ド数 ×293・=Mバ イ ト

属性:C:文 字(ANK)K:日 本語(漢 字)、CV:可 変 長文字、KV:可 変長日本語 イffックス:WCS(x－ クキー)、ESS(拡 張:サイ 栃 ックスセット 「非x－ 舛 一」)



2.5検 索画面の流れ

メイ ンメニュー

[工]コ産学交流支援デ一夕ベースロ=□
〔研究情報の検索〕

1研究者情報の検索

2.講座 ・部門情報の検索

3.論文情報の検索

〔団体情報の検索〕

4.団体情報の検索

〔製品情報の検索〕

5.製品品目による関連研究成果の検索

6.製品品目による関連商品の検索

7.製品品目の表示

番号を選択 して下 さい...1

1 2 3 4～7

[[口 研究者情報の検索 口=口 [[[購 座 ・部門情報の検索工 工コ 口=口 論文情報の検索[工 口

1研究者氏名による検索 1.メニ ューによる検索 1.論文名による検索

2所属学科による検索 2.キ ー ワー ド入力による検索 2.著者名による検索

3.講座 ・部門名等による検索 3.著者所属機関名による検索

4.専門分野による検索 4.共同研究学術機関による検索

5研究成果による検索 5.共同研究企業 ・団体による検索

6.応用製品による検索

番号を選択 して下 さい...1 番号 を選択 して下 さい...1 番号を選択して下さい_1

1 21...61 1 21 1 2い..51

研究者氏名を全角漢字/カ ナで入力して ***検 索機関の指定*** 論文名を全角漢字で入力してください

くだ さ い...マ エ カ ワ イ チ ロ ウ 1.東北大学 ・工学部 _*******

2.東北大学 ・金属材料研究所

***1件 です ***1件 です

検索結果を表示しますか(Y/Mi)...Y 番号を選択 して下 さい...1 検索結果を表示しますか(Yバ畑)...Y

Y NlEl 1
1
2 Y NlEl

***研 究 示*** ***学 科の指定*** ***論 文情報の表示指定***

1.研究者情報一覧の表示 1.機械知能工学科 1.論文一覧の表示

2研 示 2.機械電子工学科 2.論文情報の表示

3機 械航空工学科

4.材料物性学科
■

番号を選択 して下 さい...1 番号 を選択 して下 さい...1 番号 を選 択 して下さい...2

表示件数を指定 して ください...1 表示 件数を指定 して ください...1

次頁へ 次頁へ 次頁へ

① ② ③

一32一



前頁より ①

1

終 了 しますか(Y/N)...Y

2

論文情 報を表示 しますか(Y/N)...Y

論文 検索キーワー ドを 全角漢字で入力 し

て下 さい...

***25件 です

検索結果を表示 しますか(Y川)...Y

***論 文情報の表示指定***

1.論文一覧の表示

2.論文情報の表示

番号を選択 して下 さい...2

表示 件数を指定 して ください...1

ひ

前頁より

②

***講 座の指定***

1.固体物性工学科講座

2.界面物性工学科講座

3.組織制御学講座
●

●

番号を選択 して下 さい...1

キーワード検索時

1

講座 ・部門案内(詳 細)表 示

終了 しますか(Y/N)...Y

2

終了 しますか(Y川)...Y

③

1 2

終了 しますか(Y/N)...Y 終 了 しますか(Y/N)...Y

－33一



メインメニューよ り

4

ロココ 団体情報の検索 口=[]

1.会社 ・工場名称による検索

2.業種による検索

3.年商額による検索

4.取扱商品による検索

5.住所コー ドによる検索

6.代表者氏名による検索

番号を選択 して下 さい...1

1 2…6

会社 ・工場名称を全角漢字で入力してく

ださい...セ イコー電子部品

***1件 です

検索結果を表 示 しますか(Y/N/E)。..Y

Y N E

***団 体情報の表示***

1.団体情報一覧の表示

2.団体情報詳細の表示

番号を選択 して下さい...2

表示 件数を指定 して くだ さい...1

1 2

終了 しますか(Y/N)...Y 終了 しますか(Y/N)...Y

－34一



メイ ンメニューよ り

5 6

〔製 品品目による関連研究成果の検索[コ

1.製品品目名による検索

2.製品品目コードによる検索

番号を選 択 して下 さい...1

ロコ 製品品目による商品の検索 ロコ

1.製品品目名による検索

2.製盟 目コー ドによる検索

番号を選択 して下 さい...2

1 2

製品品目名を漢字で入力してください

...時 計部品

***5件 です

検索結果を表示 しますか(Y/N/E)...Y

表 示件数を指定 して ください...1

製 品品 目コー ドを入力 してくだ さい

...322200

***10件 で す

検索結果を表示 しますか(Y/N/E)...Y

表 示件数を指定 して ください...1

Y Y

終了 しますか(Y/N)...Y 終 了 しますか(Y/N)...Y

－35一
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メインメニューより

7

***

12.食 料品

13.

23.

製品分類表示一覧***

24.

●

●

33.そ の他製品

番号を選択 して下 さい...12

***25件 です

検索結果を表示しますか(yバ)...Y

終了 しますか(Y/N)...N

次 頁を表示 しますか(Y/N)...Y

－36一



2.6プ ロ トタ イ プ シス テム の 操 作 方 法

プ ロ トタイ プ システ ム

検 索 プ ログ ラムの 起 動

メイ ンメニ ューか ら

検 索 情 報 の指 定

検索方法の選択

メニ ュー に よ る検 索 キ ー ワー ド入 力 に

よ る検 索

キ ー ワー ド検 索項 目

の

選 択

ドー

力

ワ

の
一

入

キ

該当件数 の表示

1

表示内容 の選択

1

表示件数 の入力

1

検 索 デ ー タの表 示

一37一



2.6.1プ ロ トタ イ プ シ ス テ ム の 起 動 ・終 了

ω 醐 手順

① 最 初 に、 モ デ ム に回線 が 接 続 されて い るか ど うか、 また モ デ ムの 電源 がONに な って い るか ど うか

を 確 認 します。(ど ち らかで もされて いな い場合 は、 「まい と 一 く」 が起 動 で きま せん 。)

② パ ソ コ ン の カ レ ン ト ドラ イ ブ を 、 通 信 ソ フ ト 「ま い と 一 く 」 が イ ン ス トー ル さ れ て い る ドラ イ ブ に

移 しま す

2

む

注
…☆

D伊 〈Bド ラ イ ブに移 す 場 合 〉

注1:プ ロ ン プ ト

注2:"B"ド ラ イ ブ を 指 定 し ま す 。

③ 「ま い と 一 く」 を 起 動 し ま す 。

例)B:¥>MYTALK
-一
往3注3"MYTALK"と 入 力 し起 動 しま す 。

④ 「ま い と 一 く」 の メ イ ン メ ニ ュ ー 表 示 後 、 「7」 の 「オ ー トパ イ ロ ッ ト」 を 選 択 し ま す 。

⑤ 「実 行 フ ァ イ ル 選 択 」 メ ニ ュ ー 表 示 後 、 プ ロ トタ イ プ シ ス テ ム 検 索 プ ロ グ ラ ム が 格 納 さ れ て い る

デ ィ レ ク トリを 指 定 し、

「COSMO .APT」 を 選 択 し ま す 。(矢 印 キ ー で カ ー ソ ル を 移 動 し ま す)

⑥ 「COSMO.APT」 を 選 択 す る と 、 プ ロ トタ イ プ シ ス テ ム 検 索 プ ロ グ ラ ム が 起 動 し、 以 下 の

「産 ・学 交 流 支 援 デ ー タ ベ ー ス プ ロ トタ イ プ シ ス テ ム 」 の 開 始 終 了 メ ニ ュ ー が 表 示 さ れ ま す
。

☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆

☆☆☆☆☆☆ ・ ☆☆☆☆☆☆

☆☆☆☆☆☆ 産学交流支援データベース プロ トタイプ システム ☆☆☆☆☆☆

☆☆☆☆☆☆ ☆☆☆☆☆☆

☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆文☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆

開 始

(セ ンタ接 続 を 行 い ます)

終 了

(ま い と 一 くへ戻 ります)

番 号 を 選 択 して くだ さ い..

(開 始 終 了 メニ ュー)

⑦ 開 始 終 了 メ ニ ュ ー 表 示 後 、 「11の 「開 始 」 を 選 択 し ま す 。

セ ン タ へ 接 続 さ れ る と 、 「産 ・学 交 流 支 援 デ ー タ ベ ー ス プ ロ トタ イ プ シ ス テ ム 」 の メ イ ン メ ニ ュ ー が

表 示 さ れ ま す 。

以 上 が 起動 手 順 です 。

一38一



② 終了手順

口 口 口 産 ・ 学 交 流 支 援 デ ー タ ベ

〔研 究 情報 の検 索 〕

1.研 究 者 情 報 の検 索

2.講 座 ・部 門情 報 の 検索

3.論 文情 報 の検 索

〔団 体情 報 の 検 索 〕

4.団 体情 報 の検 索

〔製 品情 報 の検 索 〕

5.製 品品 目 に よ る関連 研 究成 果 の 検 索

6.製 品 品 目 に よ る関連 商 品 の検 索

7.製 品 品 目の 表 示

99.終 了

ス ロ ロ ロ

番 号 を 選 択 して くだ さ い...

(メ イ ン メ ニ ュ ー)

① 「産 ・学 交流 支 援 デ ー タベ ー ス プ ロ トタイ プ シス テ ム」 の メイ ン メニ ューで 、 「99」 の 「終 了 」 を選 択
す る とデ ー タベ ー ス検索 を終 了 す る と と もにセ ンタ との接 続 を終 了 し、開 始 終了 メニ ューへ 戻 り ま

す 。

② 開 始 終 了 メニ ュー表 示 後、 「2」 の 「終 了 」を 選択 します 。

プ ロ トタ イ プ シス テ ム検索 プ ロ グ ラムが 終 了 し、 「まい と一 く」 へ制 御 が 戻 り ます。

これ まで 行 った デ ー タベ ー ス検 索 結 果 を プ リ ンター等 へ 印刷 す る場 合 は、 こ こでrHELP」 キ ー を押し
、 「ク リ ップ モ ー ド」(詳 細 は 「ま い と 一 く」の 説 明書 参 照)で 自 由 に行 う こ とが で き ま す 。

③ 「まい と一 く」 を 終 了す る場 合 、 まずrSTOP」 キ ーを 押 下 します 。

④ 「ま い と 一 く」 の メ イ ン メ ニ ュ ー 表 示 後 、 「9」 の 「終 了 」 を 選 択 し ま す 。

⑤ 「9」 を選 択 後 、下 記 の ガ イ ダ ンスが 表 示 され ますの で 「Y」 を 選 択 す ると 「まい と一 く」が 終 了 し

ます 。

まいと一 くを終了 します。

よろ しいですか。 瞳N :い い え

以上 が終了手順です。
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① メインメニューからの選択

「産 ・学 交流 支 援 デ ー タベ ース プ ロ トタイ プ シス テ ム」 の メ イ ンメニ ューが 表示 され た後 、 「半 角 英 数 字 」

で メ イ ンメニ ュー よ り検 索 す る情報 を選 択 して くだ さ い。

そ の後 、 各 々 の ガイ ダ ンス に従 い 「半 角 英 数 字 」 ま た は 「全 角文 字 」 を入 力 して検 索 を行 って くだ さ い。

口 口 口 産 ・ 学 交 流 支 援 デ ー タ ベ ー ス 口 口 ロ

〔研究 情 報 の 検 索 〕

1.研 究 者情 報 の検 索

2.講 座 ・部 門情 報 の 検 索

3.論 文 情 報 の検 索

〔団 体 情 報 の検 索 〕

4.団 体 情 報 の 検 索

〔製 品 情 報 の検 索 〕

5.製 品 品 目 に よ る関連 研 究 成 果 の検 索

6.製 品 品 目 に よ る関 連商 品 の 検 索

7.製 品 品 目の表 示

99.終 了

番 号 を 選 択 し て くだ さ い...

(メ イ ン メニ ュ ー)

② メインメニューからの検索内容

「1」 選 択 時: 東 北 大学 工 学 部 また は金 属 材 料 研究 所 内 の研究 者 の情 報 〔280件 〕

分 野 ・出 身校 等 の情 報)を 検 索 す る こ とが で きます 。

〔検 索 方 法:キ ー ワ ー ド入 力 に よ る検 索 〕

(氏 名 ・所 属 ・専 門

「2」 選 択 時: 東 北大 学 工学 部 の各 講 座 、 金属 材 料 研 究所 の各 部 門 の紹 介 情 報 が検 索 で きま す 。

〔検索 方 法:メ.ニ ュー選 択 に よ る検 索 また はキ ー ワ ー ド入 力 に よ る検 索 〕

「3」 選 択 時: 東 北 大学 金 属 材 料研 究 所 か らこれ まで に発 表 され た論 文 〔近 年 よ り選 定 した67件 〕 の ア ブ

ス トラ ク トが 検 索 で きます 。

〔検 索方 法:キ ー ワー ド入 力 に よ る検 索 〕

(注 研 究 者 情 報 表 示 時 に論 文 情報 の検 索 に移 る こ とが で きます 。)

「4」 選 択 時: 「宮 城 県工 場 通 覧 」 よ り抜 粋 され た企 業 ・工 場 の情 報(団 体 名 ・代 表 者 ・住 所 ・特 徴 等 の

情 報)(約366件)を 検 索 す る こ とが で きま す 。

〔検 索 方 法:キ ー ワ ー ド入 力 に よ る検 索 〕

「5」 選 択 時: 製 品 に利 活 用 されて い る研 究 者 の研 究 成 果 を検 索 す る ことが で きます 。(十 数 例)

〔検 索 方 法=キ ー ワー ド入 力(製 品 品 目名)に よ る検 索 ・製 品 品 目 コー ドに よ る検 索 〕

「6」 選 択 時: 製 品 対応 の団 体 か ら提 供 され て い る商 品 情 報(広 告)が 検 索 で きま す 。(十 数 例)

〔検 索方 法:キ ー ワー ド入 力(製 品 品 目名)に よ る検 索 ・製 品 品 目 コー ドに よ る検 索 〕

「7」 選択 時:本 プ ロ トタイ プ シ ステ ム に て使 用 した 製 品品 目の 一 覧 が表 示 さ れ ます 。

〔検 索 方 法:メ ニ ュ ー選択 に よ る検 索 〕

「99」 選 択 時: デ ー タベ ー ス検索 を終 了 します 。

同時 に セ ンタ との 接 続 を終 了 し、 開始 終 了 メニ ューへ 戻 ります 。
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③ 検索項目の種類

メ イ ンメ ニ ュ ー によ り各 々の メニ ュ ー選 択 後 に指 定 す る こ とが で き る検索 項 目は 、以 下 の通 りです 。

(サ ブメ ニ ュ ー に表 示 します 。)

「1 .研 究 者 情 報 の 検 索 」

選択時

1.研 究 著 名 に よ る検索

2.所 属 学 科 に よ る検索

3.所 属 講 座 ま た は部 門 によ る検 索

4.専 門分 野 に よ る検索

5.研 究 成 果 に よ る検索

6.応 用 研 究 成 果 によ る検 索

「2.講 座 ・部 門 情 報 の 検索 」

選択時

1.大 学 名 に よ る検 索

2.学 部 ま た は研 究 所 に よ る検 索

3.学 科 ま た は部 によ る検索

4.講 座 ま た は部 門 名 に よ る検 索

5.所 属 研 究 者 名 によ る検索

「3.論 文情 報 の検 索 」

選択 時

1

0
乙

0
0

4

に
U

論文名 によるる検索

著者名 による検索

著者所属機関名による検索

共同研究学術機関名による検索

共同研究企業 ・団体名による検索

「4.団 体 情 報 の検 索 」

選択時

1.

*2.

3.

☆4.

5.

会社 ・工場の名称 による検索

業種に よる検索

取扱 製品商品による検索

住所 コー ドによる検索

代表者名によ る検索

「5.製 品 品 目 に よ る

関 連 研 究 成 果 の 検 索 」

選 択 時

1.製 品 品 目に よ る検索

☆2.製 品 品 目 コー ドによ る検 索

「6.製 品 品 目 に よ る

関 連 商 品 の 検 索 」

選 択 時

1.製 品 品 目に よ る検索

☆2.製 品 品 目 コー ドによ る検索

「7.製 品 品 目の 表 示 」

選 択時

*製 品分類 による選択

注)*印 メニ ュー選 択 に よ り検 索 します 。

☆ 印.半 角数 字 を 入力 す る こ と に よ り検 索 します 。

そ の他:全 角文 字 を 入力 す る こ と に よ り検 索 します 。
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④ 検索結果の表示方法

サ ブ メニ ュ ーに よ り選 択 され た各 々 の検 索 項 目 に対 し、 メニ ュ ー選 択 ま た は キ ー ワ ー ド入 力 によ り検 索 し

た検索 結 果 の 表 示 方 法 は以 下 の とお りです 。

「1.研 究 者 情 報 の 検 索 」 選択 時:1

2

「2.講 座 ・部 門情 報 の 検索 」 選択 時:1

2

「3.論 文 情 報 の 検索 」 選 択時:1

2

「4 .団 体 情 報 の 検 索 」 選 択 時:1

2

3

「5.製 品 品 目に よ る 選択 時:

関 連 研 究 成 果 の検 索 」

「6.製 品 品 目 に よ る 選 択 時:

関 連 商 品 の検 索 」

「7.製 品品 目 の表 示 」 選 択 時:

.研 究 者 情 報一 覧

.研 究 者 情 報詳 細

.講 座 ・部 門等 案 内 一 覧

.講 座 ・部 門等 案 内 い ず れ か選 択可 能 で す

.論 文一 覧

.論 文情 報

.団 体 情 報一 覧 め 表示

.団 体 情 報詳 細 の 表 示

.団 体 広 告 の表 示

研究成果情報

団体商品情報

製品品 目一覧

表 示 方法 が、1種 類 の た

め選 択 で き ませ ん

(注1)該 当 デ ー タを 表 示指 定 件 数分 表 示 します 。

(注2)表 示 方 法 の 「～ 一 覧 」 ・ 「～ 詳 細 」 の表 示 内容 は以 下 の とお りで す 。

① 「～一 覧 」:主 要 項 目の みを 表 示指 定 件 数 分 表 示 しま す。

② 「～ 詳細 」:全 て の格 納項 目表 示指 定 件 数 分 表 示 します 。
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2.6.2注 意 事 項

① 指定・キーワードの入力位置
表示画面(参 考)

指示行

② 検索該当データが存在した場合の表示

XXX件 で す 。

L__検 索該当データ件数が表示され ます。

③ 検索該当データが存在しない場合

1)指 示 行 に 「該 当 デ ー タが 有 りませ ん の で終 了 します。 どれ か キ ー を押 して くだ さい。 」

と表 示 され ます 。

2)リ タ ー ンキ ーが押 下 され た後 に 、各 サ ブ メニ ュー に戻 り ます 。

④ 表示件数の指定

「表 示 件 数 を 入 力 して くだ さい。 」 と表 示 され た場 合 、表 示 させ た い件 数 を ② を もとに入 力 して くだ さ い。
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⑤ 指示行への入力方法

1)指 示 行 に 以下 の メ ッセ ー ジが表 示 され た場 合 は、 半 角文 字 の み を入 力す る こ とが で き ます 。

番 号 を選 択 して くだ さ い...(数 字 を入 力)

検 索 結 果 を 表 示 し ま す か(Y/N)...

**表 示 件 数 を 指 定 して くだ さ い...
,

終 了 しま す か(Y/N)...

論 文 情 報 を 表 示 しま す か(Y/N)...

ペ ー ジ を 切 替 え ま す か(前 ペ ー ジ/B,次 ペ ー ジ/N

検 索 結 果 を 絞 り込 み ま す か(は い/Y,

(Yま た はNを 入 力)

(数 字 を 入 力)

(「0」 以 外 の 数 字)

(Yま た はNを 入 力)

(Yま た はNを 入 力)

,終 了/E)...

(Bま た はNま た はEを 入 力)

い い え/N,終 了/E)...

(Yま た はNま た はEを 入 力)

2)以 下 の検 索 項 目入 力 時 に は、 半 角 の 数 字 の み を 入力 す る こ とが で き ます 。

住所 コー ド:半 角数 字5桁

製 品 品 目 コー ド:半 角 数字6桁

3)2)以 外 の検 索 用 キ ー ワ ー ド入力 時 に は 、 全 角文 字 の み を 入力 す るこ とが で き ます 。

⑥ 使用頒

プ ロ トタイ プ シス テム につ き、 以下 の コ ー ド等 を使 用 して い ます 。

1)業 種 分類:「 全国 工 場 通 覧」 に よ り分 類 され て い る業種 分 類 を 使用 して い ます 。

2)住 所 コ ー ド:市 区 町村 コ ー ド(JISコ ー ド)を 使 用 して い ます 。

3)製 品品 目:メ イ ンメ ニ ュ ー 「7」(製 品品 目 の表 示)に よ り表 示 され る 〔コー ド〕 を 示 して

コー ド い ます 。
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2.6.3補 足 事 項

ω 利用時間

午前9時 ～ 午後5時 (月 曜 日 ～ 金 曜 日)

の 間 で ご利 用 くだ さ い。

な お 、 デ ー タベ ー スの メ ンテ ナ ンス の た め ご利 用 で きな い場 合 が あ ります の で 、 あ らか じめ ご了承 下 さ い。

(2)横額 目

① 検索項 目中の空 白の扱 い

(ア)2つ の 名 詞 を 検索 項 目 と して入 力 す る場 合 、 間 に空 白を 空 け な いで 入 力 します 。

例)「 東 北 大学 金 属 材料 研 究 所 」 と入力 した い場 合

⇒ 東北大学金属材料研究所

(イ)氏 名 の入 力で 姓 と名 を入 力 した い場 合 、 姓 と名 の 間に空 白 を空 けな い で入 力 します。

例)「 東 北 太 郎 」 と入 力 した い場 合

⇒ 東北太郎

② 氏名の入力方法

例)「 東 北 太 郎 」 と入 力 した い場 合

⇒ 東北太郎 東北

の いず れ か の パ タ ー ンで入 力 します。

トウ ホ ク トウホ クタ ロ ウ

↓

(注)代 表者 氏 名 の場 合 は使 え ませ ん

③ 会社 ・工場名の入 力方法

(ア)株 式 会 社 ・(株)・ 株 ・有 限会 社 ・

等 の 法 人 格 は、 省 略 して 入 力 します 。

有 ・(有)・ 合 弁 会 社 ・ 合 ・(合)

(イ)会 社 ・工 場 名 の フ ル ネ ーム と、 フル ネ ー ム を分割 した名 称 で 入 力 で きます 。

例)「 み ちの く電 子 工 業 」 と入 力 した い場 合
⇒ み ちの く電 子 工 業 み ちの く 電子 工 業

の いず れ か のパ ター ンで 入 力 し ます 。

④ 検 索 結 果 を 絞 り込 む場 合 、 同 一検 索 項 目内 での 絞 り込 み とな ります 。

なお'r灘1㌘ 検索」」

警 ら欝 麟 任意の… 目で検索できます・

⑤ 各検索項 目の内容説明

大学名

学部

研究所

学科
部

講座

部門

所属機関名

… 東 北 大学

… 工 学 部

… 金 属 材料 研 究 所

… 東 北 大学

… 東 北 大学

… 東 北 大学

… 東 北 大学

… 東 北 大学 工 学 部

工学部内の学科名

金属材料研究所内の研究部名
工学部各学科 内の講座名

金属材料研究所各研究部 内の部門名

また は 東北大学金属材料研究所
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(3)臆 事項

① 本 プ ロ トタイ プ シス テ ム起 動 中 、 約5分 間 デ ー タベ ース 検索 を ご使 用 に な らな い と自動 的 に 通 信 を終 了

します 。 その際 に は、

(ア)「99」(終 了)を サ ブ メニ ュー上 か ら選 択 し、 「産 ・学 交 流 支援 デ ー タベ ー ス プ ロ トタイプ
システ ム」 の メイ ン メニ ュー まで 戻 ります 。

(イ)プ ロ トタ イプ シス テ ム の終 了 手 順 に従 い 「まい と一 く」 を 終 了 させ ます 。

(ウ)プ ロ トタイ プ シス テ ムの 起 動 手順 に従 い再起 動 して くだ さい 。

② そ の他 、本 システ ム が起 動 中 に異 常 が発 生 した場 合 は、

(ア)プ ロ トタイ プ システ ムの 終 了 手1順に従 い 「ま い と 一 く」 を終 了 させ ます 。

(イ)プ ロ トタイ プ システ ム の 起 動手 順 に従 い再 起 動 して くだ さい 。

③ 「*******ど れか キ ーを 押 して くだ さい 。」 と メ ッセ ー ジが 出力 され た 場 合 は、

リ一 夕 ンキ ー を押 下 して くだ さ い。

④ 〔 ま っ た く 動 作 し な く な っ た 場 合 〕

1)rSTOP」 キ ーを 押 下 して くだ さい 。

(ア)プ ロ トタ イプ シス テ ム の終 了手 順 に従 い 「まい と 一 く」 を終 了 させ ます 。

(イ)プ ロ プ トが 画面 表 示 され た こと を確 認 し、 プ ロ トタイ プ システ ム の起 動 手 順 に 従 い

再 起 動 して くだ さ い 。

2)fSTOP〕 キ ーを押 下 して も変化 が な い場合 。

(ア)FDを 抜 いて 〔RESET〕 キ ーを押 下 して くだ さい 。

(イ)モ デ ム の電 源 を 一 度 切 断 し、 再 度電 源 を入 れ て くだ さい。

(ウ)プ ロプ トが 画 面 表 示 され た こ とを確 認 し、 プ ロ トタ イ プ シス テ ムの 起 動手 順 に従 い

再 起 動 して くだ さ い。
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2. 7 検 索結果表示例

(1) 研究者情報詳細表示例

※ ※ ※ 研 究 者 情 報 詳 細 表 示 ※ ※ ※

通番 氏名 役職 生年月
① 最終 出 身大 学 ・学 部 ・学 科

卒 業年月 取得学位

②最終 出身大学 院 ・研究科 ・専攻

修了年月 取得学位
③ その他大学

修了年月 取得学位

④ その他出身校
*専 門分野

☆所属機関
所属学科 所属 講座 ・部門等
#共 同 研究 グル ープ

◆所 属学会

○研 究 テ ー マ

共 同研究参加可 否 講師受託可否

0001 増 本 健MASUMOTOTSUYOSHI 教授 1932年 6月
①東北大学 ・工学部 ・金属工学科

1955年 月 工 学士

②東北大学 ・大学院博士課程 ・工学研究科,
1960年3月 工学 博 士

*金 属 材 料(含 表 面処 理 ・腐食 防 食) 、金 属 物性
☆東北大学 金 属材料研究所

物質創製研究部 非平衡物質工学部門

◆ 日本金属学会 ・日本鉄鋼協会 ・腐食防食協会

○ アモ ル フ ァ ス合 金 の 物性 と応 用

アル ミ基準結 晶合金の生成 と物性

酸化物超伝 導体の製法と特性
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(2)講 座 ・部 門 等 案 内表 示 例

通番 機関名

講座 ・部門名等

郵便番号 所在地

電話番号

所属研究者
・概略

開設年月

0001東 北 大学 ・金 属材 料 研究 所 ・物 質 創 製 研 究 部

非 平 衡 物質 工 学部 門

980宮 城県 仙 台市 青 葉 区 片 平 二 丁 目一 番 一 号

TEL.022-227--6200FAX.022-215-2182

(教 授)増 本 健

(助 教 授)青 木 清

(助 手)相 原 智康 、 張 儒
・本研 究 室 で は、 特殊 な原子 配 列 や 組 織 を もつ非 平 衡 物 質 を気 体 凝 縮 法 、 液 体 急 冷

法 、 固相 反 応法 な どの諸 製 法 を 用 いて 作 り出 し、 それ ら物 質 の物 性 を評 価 して 、 新

材 料 と して の可 能 性 を探 究 して い ます 。 現 在 、 新 しい製 造 プ ロセ ス に よ る アモ ル フ

ァス金属 、 準結 晶金 属、 非 平 衡 結 晶金 属 、 超 伝 導 セ ラ ミ ックス な どの粉 体 、 細 線 、

薄 帯 、薄 膜 を 作製 し、 その 材 料 特 性(強 度 、 耐 食性 、磁 性 、 超 伝 導 性 、電 気 特 性 、

水 素 吸蔵 性 な ど)を 調 べて い ます 。 そ して 、 世 界 に先 が けて アモ ル フ ァス金 属 や 急

冷 金 属 を 用 いた新 しい高透 磁 率 材 料 、高 強 度 材 料 、 セ ンサ ー材 料 な どの 実用 化 を計

って き ま した。 最近 は超 強力 ア ル ミ基 お よ び マ グネ シ ウム基 合 金 の 開 発 に成 功 して

い ます
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③ 論文情報表示例

※ ※ ※ 論 文 情 報 表 示 ※ ※ ※'

通番 論文名
*著 者名

☆著者所属研究機関 ・講座 ・部門等

①共同研究学術機関

②共同研究企業 ・団体
発行詩名

発表年月 論文ペ ージ数
・論文概要

0001ア モル フ ァス合 金 の簡 単 な成 形法

*井 上 明 久 ・増 本 健

☆ 東 北 大学 ・金属 材料 研 究 所

金属 ・ア グネ 社

1992年6月6頁
・ア ル フ ァス 合金 を液体 急 冷 法 に よ り作 製 す る ため に は、 通 常10の4乗 ～10の

6乗K/sの 冷却 速 度 が必 要 で あ る。 この ため に、 合 金形 状 は 大 きな冷 却 速 度が 得

られ る薄 帯 、 細線 、粉 末 な どの 小 さな肉 厚 に限 られ て お り、 この 制約 に よ りア モ ル

フ ァス合 金 の 応 用分 野 が著 し く限定 され て い る。 この た め、 肉 厚 材 を作 る試 み と し

て 、 ア モル フ ァス粉 末 を結 晶 化 開始 温 度(Tx)以 下 の低 温 域 で 押 出 しや衝 撃圧 着

す る こと に よ るバ ル ク成 形 化 が 精 力的 に試 み られ て きた 。 この バ ル グ材 を作 製 す る

た め に は、 高 価 な設 備 と多 くの 労 力 を投 入 しな けれ ば な らない 。 この よ うな粉末 成

形法 と は異 な る製 造 法 と して 、 溶解 後 瞬 時 に急 冷 す る とい う1回 の操 作 に よ り さま

ざ ま な複 雑 形 状 を もった ア モ ル フ ァスバ ル ク材 を 作製 す る方 法 、 す な わ ち高 圧 ダ イ

カ ス ト法 が 注 目 され る。最 近 、 筆者 らは高 圧 ダ イガ ス ト法 に よ るMg基 やLa基 の
バ ル ク状 アモ ル フ ァス合金 の作 製 に関 す る基礎 研 究 を行 って い る。
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(4)団 体 情 報 詳細 表 示 例

通番 会社 ・工場の名称

郵便番号

電話番号

代表者

設立年月

◆事業内容

◎主要製品

◇経歴及 び特色

9258牟22402X

台

目

ンキ

ー1

一

41

廣

ト

宮

井

富

年3

社

24
竃
繍

…

立設月4

資本金(百 万 円)年 商(百 万円)
上場区分 従業員数

城県仙 市太白区郡 山6丁 目7番1号

◆ 電 気 通信 機 器 用電 気 磁 気材 料 、 同部 品 の製 造 及 び 販 売(電 子 材 料 事業 、 電 子 デバイ
ス事 業 、電 子 応用 事 業 、研 究 開 発)

◎ 金 属 磁性 材 料 、磁 気 シー ル ド装 置 、 形状 記 憶 合 金 メモ ア ロ イ、 フ ェライ トコア磁 気
ヘ ッ ド材 料 、 マ グネ ッ ト、 電 磁 石 、圧 電 セ ラ ミ ックス、 レア アー ズ、EMC対

策 部 品 、 ノイズ シ ミュ レー タ、 電 波 暗 室 、EMC測 定 ・対 策 、 トラ ンス ・イ ンダ ク
タ、 各種 セ ンサ 、静 電 誘導 型 トラ ンジス タ、 光 デ バ イ ス、 磁 気 カ ー ド
◇ 昭 和13年 通 信 機 器 用材 料 の 国産 化 を め ざ し創 立 し、 以 来 半 世紀 以 上 に わ た って
日本 の エ レク トロニ クスの 発 展 に貢 献 。 なか で も磁 性 材 料 及 び デバ イス 技術 分 野 に

お い てエ キ スパ ー トと して の 高 い評 価 を得 て い る 。

⑤ 団体広告表示例

通番 会社 ・工場の名称
*団 体PR広 告

0001株 式 会 社 トーキ ン

*#####ト ーキ ン製 品 のお 問 い合 わ せ ば、 下 記 へ ど うぞ!!####
光 学 単結 晶、 光 デバ イ ス … 基 礎 研 究所(0298-38-XXXX)金 属 製

品 、 磁気 シール ド装 置 … 電 子 材 料販 売 推 進 部(03-3475-XXXX)他
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(6}研 究 成 果 情 報 表 示 例

通番 製品品 目名

応用研究成果
*研 究者氏名

☆研究者所属機関 ・講座 ・部門等

① 共同研究学術機関

②共 同研究企業 ・団体

0001ア モ ル フ ァス 材

high-B、high－ μ材 料研 究

*東 北 大学 金 属 材 料研 究 所 増本 健 、井 上 明 久 、鈴 木 清 策 、 牧野 彰 宏
☆ 東 北 大学 金属 材料 研 究 所 非 平 衡 物 質工 学 部 門 溶解 凝 固制 御 工 学部 門

② 株式 会 社 トーキ ン
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(7)団 体 商品 情 報 表示 例

通番 製品品目名

製品商品名

取扱団体名

(商品広告)

0001ア モ ル フ ァ ス材

メモ ア ロ イ細 線 ・ネ ッ ト ・撚 り線

株 式 会社 トーキ ン

(広 告)ト ーキ ンの"メ モ ア ロ イ"(細 線 ・ネ ッ ト ・撚 り線)
・線 経20μmま で の 極 細線 化 が 可能 。 ・高 速 応答 性 。 ・三 次 元形 状 織 品 。 ・しな

や か な撚 り線 。 米 国 へ も輸 出 中!1お 問 い合 わ せ 先:「 電 子材 料 販 売 推 進 部 」

0002ア モ ル フ ァス材

メモ ア ロイ チ ュー ブ

株 式会 社 トー キ ン

(広 告)ト ー キ ンの"メ モ ア ロ イ"(チ ュ ー ブ)
・薄 肉 。 ・継 ぎ 目な し。 ・高 トル ク性 。(用 途:眼 鏡 フ レーム ・通 信 用 ア ンテ ナ ・

ヒー トパ イ プ ・保 護 管 等)お 問 い 合 わせ 先:「 電 子 材 料 販 売推 進 部 」
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(8)製 品 品 目一 覧 表示 例

※ ※ ※ 製 品 品 目 一 覧 表 示 ※ ※ ※

通 番 コー ド 製 品 品 目名 製品分類名

0001280100

0002280200

0003280300

0004280400

0005280500

0006280600

0007280700

0008280800

0009280900

0010281000

0011281100

0012281200

0013281300

0014281400

0015281500

0016281600

0017281700

0018281800

0019281900

0020282000

ブ リキ缶 ・その他 めっき板等製品

洋食器

機械刃物

利器工 匠具 ・手道具

作業工 具
やす り

手 引の こぎり ・のこ刃

農機 具
その他金物類

配管 工事用付属品
ガス機器 ・石油機器

温風 ・温水暖房装置

その他暖房 ・調理装置

建設 用金属製品

建築 用金属製品

建築 用板金製品

製缶 板金
アル ミニ ウム ・同合金 プレス製品

金属 プ レス製品

粉末 や金製品

品

品

品

品

品

品

品

品

品

品

品

品

品

品

品

品

品

品

品

品

製

製

製

製

製

製

製

製

製

製

製
製

製

製

製

製

製

製
製

製

属

属

属

属

属

属

属

属

属

属

属

属

属

属

属

属

属

属

属

属

金

金

金

金

金

金

金

金

金

金

金

金

金

金

金

金

金

金

金

金

※ ※ ※ 製 品 品 目 一 覧 表 示 ※ ※ ※

通 番 コー ド 製 品 品 目名 製品分類名

0001282100

0002282200

0003282300

0004282400

0005282500

0006282600

0007282700

0008282800

0009282900

0010283000

0011283100

0012283200

0013283300

金属 製品塗装

溶融め っき

金属 彫刻

電気 あ っき

金属 熱処理

その他の金属表面処理

くぎ

他の分類 されない金属線製品

ボル ト・ナ ッ ト・リベ ット・ネ ジ等

金庫

金属 製スプ リング

他の分類 されない金属製品
金属 くず

品

品

品

品

品

品

品

品

品

品

品
品

品

製

製

製

製

製

製

製

製

製

製

製

製

製

属

属

属

属

属

属

属

属

属

属

属

属

属

金

金

金

金

金

金

金

金

金

金

金

金

金
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3.モ ニ ター調 査

3.1

3.2

モニター調査方法

東北7県(青 森、岩手、宮城、秋田、山形、福島、新潟)を 対象として企業50団

体、市 ・県10団 体、研究者50団 体、計110団 体を抽出 し、今回構築 した 「産 ・

学交流支援データベース ・プロ トタイプシステム」を実際に体験 していただいき、アン

ケー トにより各種意見 ・要望を収集 した。

具体的には、

① 説明会実施以前に、プロ トタイプシステム説明資料の配布

② 説明会当日まで、ある程度のシステムイメージの把握

③ 説明会において システムの実体験

④ ア ンケー ト用紙の配布

⑤ 事後的にシステムをふりかえりアンケー トへの回答

⑥ ア ンケー ト用紙の回収

を、モニターとして抽出した110の 団体について実施 した。

結果として、アンケー トの回収数は82団 体であり、74.5%と いう高い回答率と

なっている。モニター調査にご協力を頂いた皆様に、改めてお礼を申し上げる次第です。

なお、集計方法として職種に着 目したため、大きなくくりを産 と官の2つ に分類 した。

モニター抽出時の分類と異なることを予めお断 り申し上げておく。

モニター調査結果の総括

モニター調査活動の中心であるアンケー トの実施結果については、次項に詳細を掲載

す ることとし、 ここではその総括について述べる。

プロ トタイプシステム構築の目的として

① 各データ項 目の必要性の確認

② 各情報群の結びつき方の確認

③ 研究成果 ・製品群による翻訳機能の確認

などがあげ られるが、今回のモニター調査は、これ らの事柄についてその検証を実施 し

たものと言える。

従って、意見 ・要望を収集するための主な質問としては

① 産 ・学交流支援データベースが本稼働 した場合の利用度合い

② 各種情報源の利用 目的

③ 産 ・学交流支援データベースの構成への理解の度合い
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等を尋ねるものとなっている。

さて、これらの質問に対する回答をみていくとその傾向は
、主催者側の予想に反 し、

非常に前向きな回答が多 く寄せ られている。

例えば、

① 利用度合いに対 しては、過半数以上の回答が利用の意思表示

②8割 以上の回答者が産 ・学交流支援データベースの構成に理解

③ 情報提供について過半数の回答者が検討の意思表示

④ 情報提供の有料化への理解

⑤ 製品情報に対する利用要望が高い 等々

このような回答内容が得 られたと言 うことは、産 ・学交流支援データベースのしくみ

が、産 ・学 ・官のそれぞれの立場の皆様に理解され、その有用性が認められたと同時に、

産 ・学交流支援データベースに対する期待の表明であると考えられる
。
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`

3.3ア ン ケ ー ト集計 結 果

3.3.1ア ンケ ー ト回答 集計

表3-1 県 ・職種別ア ンケー ト回収数

官 ・産 職種 青森県 秋田県 岩手県 宮城県 山形県 福島県 新潟県 小 計 計 合 計

産

回 答

1 3 4 1 1 2 5 16

57

職種 計

82

2 1 1 1 1 4

3 1 1 2
1 31

4 2 2 8 1 6 6 4 29

5 1 1 1 1 2 6
2 4

小計 6 6 12 3 8 11 11

官

回 答

1 1 1 3 2 1 3 4 15

25

3 2

2

3
4 37

4 6 1 1 8

5 1 1 2

5

小計 7 2 3 3 2 3 5

県別
合計 13 8 15 6 10 14 16

職種

(職種1:管 理 ・企画部門)(職 種2:営 業部門)

以降職種 に関 しては、当該職種 により表現する。

(職種3:生 産部門)(職 種4:研 究部門)(職 種5:そ の他)

職種3
2.

図3-1職 種別回答割合

職種2

4.8%

4%

図3-2産 ・官回答割合
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3.3.2ア ンケー ト選択項 目集計結果

問1日 頃、何 らかのデータベ ースをお使いにな っていらっしゃい ますか。

解答
1よ く使 う2時 々使 う3あ まり使わない4使 わない

表3-2解 答別回答数

解 答

産官区分 1 2 3 4 無回答 計 合 計

産 9 25 11 12 0 57

82官 3 15 5 2 0 25

回答計 12 40 16 14 0

解答2

48.%

図3-3回 答割合

解 答4

21.

%

解答ジ ー ・
19.

%

図3-4産 回答

田

解答2

解 答3
20.0%

解答4

ハー}ーー1

解答2

60.0%

図3-5官 回答

0%

職種1
刀答1

解答2 解答3 解答4

職種4

その他一
0 1020 30405060

図3-6職 種 別 回答

70 80 90100%
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問1-1今 回 ご利用いただきま したデータベースはプロ トタイプ システムであり、本 シ
ステムの機能、特徴の一部 のみを表現 した もの となってお ります。

ここでご説明いた しま したデータベースが本格的に実現 した場合、 日頃利用 し

ているデータベースと比べてどのような感想 をお持ちにな られますか。

解答
1.新 しい発想2情 報が調べ3従 来の もの と4情 報が調べ

である やすい 変 わ らない に くい

回答 表3-3解 答別回答数

解 答

産官区分 1 2 3 4 問1解 答1ま たは解答2回 答数

産 8 10 13 3 34

官 5 3 8 2 18

回答計 13 13 21 5 52

図3-7回 答割合

解答4

図3-8産 回答

r'解 答3・,

44.4%'＼

lTr、.

～ 解答2
16.7%

図3-9官 回答

1%

職種1
刀
ロ1 解答2 解答3 解答4

職種4

その他一
0 102030405060708090100%

図3-10職 種 別 回答
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問2本 格データベースが完成 し、東北域内および日本国内外の企業、個人、大学等研究

機関(約1万 機関)に サー ビスが開始 された と想定 した場合、 この産 ・学交流支援デ
ータベ ースに対 して

、あなたは情報の提供(登 録)を 実施 していきたいとお考えにな
りますか。

解答
1考 える 2考 えない 3わ か らない

回答 表3-4解 答別回答数

解 答

産官区分 1 2 3 無回答 計 合 計

産 28 5 24 0 57

82官 13 1 9 2 25

回答計 41 6 33 2

無回答

解答2
88%

図3-13産 回答

解 答2

7.

図3-12回 答 割 合

4%

解

4.

図3-14官 回 答

0%

職種1

職種4

その他

「 無回答一
0 1020304050607080

図3-15職 種 別 回答

90 100%
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問2-2情 報の登録に際 して、企業や商品のPRに なるような情報の登録は、有料であ
って もかまわないとお考えになります か。

解答
1考 え る2考 えない3 わか らない

回答 表3-5解 答別回答数

解 答

産官区分 1 2 3 無回答 計 合 計

産 33 5 6 13 57

82官 10 5 5 5 25

回答計 43 10 11 18

図3-16回 答割合

解答2

8.8%

図3-17産 回 答

無回答

農∵
解 答 葛'撫 、…ジ

、
、
)

＼

、、

'

＼

㌔11}ll
40.00 ♪了

'z

ly流 答 2

20. 0 %'

図3-18官 回 答

職種1

職種4

その他

0 10 2030405060

図3-19職 種 別 回答

70 80 90 100
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問3.こ のデータベースに研究者、団体、研究成果 ・製品の各情報が各分野にわた り登録
蓄積され本格的にサー ビスされたと仮定 した場合、あなたは 「利用する」とお考えに
な られ ますか。

解答
1利 用す る2時 々

利用す る

3あ ま り4利 用 しない

利用 しない

表3-6解 答別回答数
回答

解 答

産官区分 1 2 3 4 無回答 計 合 計

産 11 37 7 0 2 57

82官 9 13 1 2 0 25

回答計 20 50 8 2 2

無回答
解答42. .4%

解 答 診'㌔
.、9.8…

繊
諏蝋4.4

%

ll

4%

、

＼

、、

、
、

解答2

61.0%

図3-20回 答割合

無回答

解 答3

、12.
＼
、%1

解 答2

64.

図3-21産 回答

解答34

図3-22官 回答

0%

職種1

職種4

その他

解答3

解答4

0 1020304050607080

図3-23職 種 別 回答

90 100%
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問3-1
だξ驚 損膿 ㌣にご利用1瀧磯 謬 鍵 遥 ぽ1欝41'た

-

リ
ム
つ
U

4

－h
V
C
U

[情報
種

研究者の検索
論文の検索
研究テーマの検索
研究成果の検索

(
(
(
(

企業(団 体)の 検索(
製品の検索(

劃灘 ‖警
②
⑤
⑧
⑪

執筆依頼
鑑定 ・検査依頼
共同研究企業の選定
製品発注先の選定

③ 経営相談
⑥ 同種研究者検索
⑨ 技術相談
⑫ 製品情報の入手

回答

表3-7解 答別回答数

利 用 種 解 答

産官区分 情報種 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13

産
●

官

1 26 7 1 9 6 13 16 5 36 26 3 4

2 9 2 4 1 10 9 4 15 42 3 4

3 12 2 4 1 18 17 6 20 30 2 4

4 7 5 1 9 8 5 20 42 4 10

5 1 6 2 22 7 12 29 28

6 1 4 3 12 16 57 1

表3-8産 官別回答数

利 用 種 解 答

産官区分 情報種 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13

産 1 10 1 1 2 5 11 11 2 25 19 2 2

2 3 1 1 6 7 4 10 29 2 3

3 5 1 11 13 5 14 20 1 3

4 3 1 6 6 5 13 28 2 7

5 1 5 1 18 6 10 28 19

6 2 2 9 15 42 1

官 1 16 6 7 1 2 5 3 11 7 1 2

2 6 1 4 4 2 5 13 1 1

3 7 2 4 7 4 1 6 10 1 1

4 4 3 3 2 7 14 2 3

5 1 1 4 1 2 1 9

6 1 2 1 3 1 15

一62一



情 報 種1%

100

90

80

70

60

50

40

30

20

10

0

利用 利用 利用 利用
種1種2種3種4

用

6
4

利
種

2

用

5
3

利
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図
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z 修
修

修 「』__賜 修ご

一 ＼ …_
…

＼
ご',wl』 場 」 ＼1>
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1_一 〉
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1234
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5678910111213

図3-25産 ・官回答割合

情 報種2%

100
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70

60

50

40
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20

10

0

%

利用 利用 利用 利用
種1種2種3種4

利用 利用

種5種6

図3-26

利用 利用 利用 利用 利用 禾ll用 利用
種7種8種9種10種11種12種13

回答割合

100
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情 報種3%
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情 報 種5%
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問3-2

解 答

1

どの分野の登録情報を最 もよ くお調べになられ ますか。

研究者

5企 業(団 体)

2論 文

6製 品

3研 究 テ ー マ 4研 究成果

表3-9解 答別回答数
回答

解 答

産官区分 1 2 3 4 5 6 計 合 計 産
回
答

官
回
答

回答

数産 6 11 9 11 14 27 78

115官 8 5 8 9 2 5 37

57 25 82

回答計 14 16 17 20 16 32

%

50

40

30

20

10

0

解答1解 答2解 答3解 答4解 答5
図3-26解 答別解答割合

解答6
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50

40
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10

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

%

0

9

8

7

6

5

4

3

2

1

1

解答 解答 解答 解答 解答 解答
123456

図3-37産 解答別回答割合

%
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40
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20

10

0

解答 解答 解答 解答 解答 解答
123456

図3-38官 解答別回答割合

角召 角翠 角翠 角翠 角翠 角翠
答 答 答 答

123も4

,

答 答

5も6

解 解 解 解 解 解
答 答 答 答
1… ガ34

解
答 答 答

解 解 解
答 答 答
234'5

答
解.解.

答

6…56'1

一

一

調髪sぷ ↓ 難11 〉
で

L職 種 1」L職 種2」Lそ の 他 」
図3-39職 種 別 回 答 割 合
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3

答

1

一
解

3問 想定 される利用頻度はどれ くらいとお考えにな られますか。

ほぼ毎日
利用する

23～4日 に
一 度利 用 す る

31週 間に一度4月 に1～2度

利用す る 利用する

表3-10解 答別回答数
回答

解 答

産官区分 1 2 3 4 無回答 計 合 計

産 1 11 13 26 6 57

82官 3 6 12 4 25

回答計 1 14 19 38 10

無 回答

12.2

解答11.2%

無 回 答

10.

図3-41産 回答

解答1
図3-40回 答 割 合

8%1

一無回答 解
答2

1'6.0%i12.

図3-42官 回答

職種1

職種4

その他

図3-43職 種別回答

無回答

00%

解答1
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問5.今 回 ご説明させていただいたプロ トタイプ システムは、情 報の項 目、内容 ともに限
られた部分のみを例示 してお りますが、本格 システムを想定 した場合、次の提供情報
の項 目で不足 しているものは ございませんか。

解答
1充 分である 2ほ ぼ充分で3少 し不足 して4不 足 している

回答 表3-11解 答別回答割合

解 答

産官区分 1 2 3 4 無回答 計 合 計

産 4 31 14 3 5 57

82官 5 12 2 5 1 25

回答計 9 43 16 8 6

無回答7.3%

解答4
9.彪 Loll

答3

19.5%/「 解 答2

52.4%

図3-44回 答割合

解 答17.0%

無 解 答8.

解 答45.2%

解 答3解 答2
24.6%54.4%

図3-45産 回答

解答3
8.0%

図3-46官 回答

無回答4.0%

職種1 答1 解答2 解答3 ロ4、 、回 答

職種4

その他

0 1020304050607080

図3-47職 種 別 回答

90 100%
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問6産 ・学交流支援データベースは、 「研究者群 」、 「団体群」な らびに 「研究成果 ・
製品群」の3つ か ら構成 され、 「研究成果 ・製品群」が 「研究者群」と 「団体群」の
関係 をとりもち、学術界側と産業界側 との言葉 の違いを翻訳 していく働 きを持 ってい

くものであ ります。産 ・学の交流支援 を目的 とした本格データベースにおいて、 この
情報の提供方法、情報の関連の とりかたは、おわか りになりやすいですか。

解答
1わ かる2ほ ぼわか る3あ まりわか らない4わ か らない

回答 表3-12解 答別回答数

解 答

産官区分 1 2 3 4 無回答 計 合 計

産 7 44 3 2 1 57

82官 6 14 2 1 2 25

回答計 13 58 5 3 3

解答4

解答3

5.3%

無 回 答3.7%

解 答43.7%

解 答36.1%

焦1　 1上llllu

解答2

70.7%

図3-48回 答割合

図3-49産 回答

解 答4

4.0%

解 答3

8.0%

図3-50官 回答

8.0%

職種1

職種4

解答3

解答4

その他 「 二二==二===二 王1訂}無 回答
0 1020304050607080

図3-51職 種 別回答

90100%
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問7.プ ロ トタイプシステムはパソコンによる提供を実施 しておりますが、本格 システム
のサービス開始時点では、産 ・学の交流 を促進 して いくために情報の提供媒体 として

何が望ま しいとお考えにな りますか。お二つお選 び願 います。

解答
1パ ソコン2フ ァックス3電 話4相 談員

回答

5そ の他(

表3-13解 答別回答数

)

解 答

産官区分 1 2 3 4 5 計 合 計 産
回
答

官
回
答

回答

数産 50 31 4 5 3 93

129官 22 8 1 2 3 36

57 25 82
回答計 72 39 5 7 6

%

100
90
80
70
60
50
40
30
20
10
0
解答1解 答2解 答3解 答4

図3-48回 答割合
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解答 解答 解答 解答 解答
12345

図3-53産 回答
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図3-54官 回答
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問8.本 格データベースが完成 し、東北域内の研究者情報(約3万 人)、 関連す る企業情

報(東 北地域な らびに 日本 内外の企業)等 のサービスが開始 されたと想定 した場合、
サービスの提供は有料であ って もかまわないとお考えにな りますか。
解答

1有 料2無 料3わ か らない

回答 表3-14解 答別回答数

解 答

産官区分 1 2 3 無回答 計 合 計

産 41 11 2 3 57

82官 18 6 1 0 25

回答計 59 17 3 3

無回答

解答
3.

図3-56回 答割合
無回答

解答3
3. 1'一㌶
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解答2
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71.

図3-57産 回答 図3-58官 回答

0%

職種1

職種4

その他
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図3-59職 種 別回 答
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間9.本 格データベースの有料でのサー ビスを想定 した場合、課金単位 と して何が望 ま し
いとお考えになりますか。

解答
1情 報量課金2時 間課金3そ の他()

回答
表3-15解 答別回答数

解 答

産官区分 1 2 3 無回答 計 合 計

産 35 13 8 1 57

82官 15 4 4 2 25

回答計 50 17 12 3

無回答

図3-60回 答割合
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図3-61産 回 答

無回答

図3-62官 回答

16.0%

職種1

職種4

その他

0 1020304050607080

図3-63職 種 別 回答

90 100%
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3.3.3集 計結果による考察

1)ア ンケー ト回答数による評価

アンケー ト回答数によ り、110件 のアンケー ト対象よ り82件 の回答が得 られ74.5%の

回収であ るため、本ア ンケー ト結果は、ほぼ適正であると判定す る。

回答内訳 として、産側回答:官 側回答比 は、2:1の 比率 となっている。

職種別回答 と して、それぞれ 職種1=37.8%,職 種2=4.9%,職 種3=2.4%,

職種4=45.1%,職 種5=9.8%

とな ってお り管理 ・企画部門と研究部門よ りの回答 となっていると判定で きる。

故に、以降のア ンケー ト集計の職種別の回答は、職種1・ 職種4・ その他 と して集計す る。

さらに県別集計に対 しては、県別回収数に偏 りがあるため集計対象 としない もの とする。

2)選 択項目による集計

問1回 答者の、 日頃のデータベース利用状況

解答1よ く使 う14.6%
解答2時 々使 う48.8%

とな っているたあ、 日頃他のデータベースを ご使用になっている方、他のデータベースを

比較 的知 ってお られる方か らの回答であると判定できる。

問1-1従 来のデータベースとの比較

解答1新 しい発想である25.0%
解答2情 報が調べやす い25.0%

となっている。 この問いに対す る回答は、 日頃他のデータベースを ご使用になっている方

の回答であるため、新 しい方向性の提示 となったのではないかと推察 され る。

反面、解答3従 来の もの と変わ らない が40.4%と なっていることに対 して今後

充分考慮 し他 システムとの相違点、有効性 を向上す る工夫が必要である。

問2 情報の提供 について

解答1考 える50.0%

この回答を見る限 り、本 システムが有効的であると理解されたと推察できる。

本 システムは、各利用者が情報 を検索する立場で もあり、且つ情報を提供する立場で もあ

るシステムであ る。その場合検索側、登録側双方に有益性が無いと登録する意識 は回答 さ

れて こないと推察で きる。その中で問2-2PR情 報に関する有料登録に関する設 問 ・

問8利 用の有料化に関す る設問 と合わせて本 システムの有益性が確認できた と思われる。
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問2-2

問3

企業 ・商品のPR情 報の有料化

本設問は置 き換えれば情報源 として有効であ り、有料であ っても自ら登録 したいと思われる

システムか どうかを問いている。

その中で解答1考 える が52.4%で あ り、かなり高率であると推察 され る。

産 ・官回答別 に見ると、産側の回答が より多 く有料で もよいと判定 している。

これは有益性を 目的 として、外部に 自らの情報を提供す る体質である企業 にとって有益で、

経済活動を推進す る上で有効なシステム として判断 し回答 されたと推察で きる。

今後の活動において、PR情 報を魅力あ るもの とすることにより、産側の協力が増すのでは

ないかと推察できる。

本産学交流支援データベースが、本稼働 したと想定 した場合の利用度合 い

解答1利 用する50.0%

解答2時 々利用する7.3%

この回答を見 る限 り、本 システムが有効的であると理解 されたと推察できる。

解答3あ まり利用 しない40.3

は、問1の 設問において 既存のデータベースを 「あまり利用 しない」 「使わない」と回答

された回答 とほぼ同数であるといえる。

問3-1各 種情報源の利用目的

情報種

研究者情報

論文情報

利用 目的

講演依頼 ・技術相談 ・技術情報の入手 への利用が多い

講演依頼につ いては、官側の回答が多い。

技術情報の入手に対する利用が多い。

研究テーマ 技術情報の入手に対する利用 ・技術相談 ・同種研究者 ・共同研究者に

に対す る利用が多 い。

研究成果 技術情報の入手 ・技術相談に関する利用が高い。

技術に関す る情報(論 文情報 ・研究 テーマ ・研究成果)か ら技術情報を引出 し、そ
の延長上に研究者の情報の検索が位置すると推察できる。今後技術情報の入手源 と

してい くためには各情報を検索す るキ ーワー ドが、利用者に分か りやすいように し

てい くことが大 きな課題 となると考察できる。

企業(団 体)情 報 製品発注先の選定 ・製品情報の入手 ・共同研究企業の選定に対する利

用が高 い。

製品発注先の選定、産側の回答が高い。 この ことは、直接流通 につな
ながる情報であ り、東北経済の発展に係わるのではないか と推察で き
る。

製品情報 製品情報の入手 に対する利用回答が高い。

企業(団 体)情 報 ・製品情報の充実により、経済の活性化の支援 とな
ると推察できる。このことにより、 ここで取 り扱 う製品情報 をどのよ

うな ものにす るかを選定 ・工夫す ることにより、本 システムの産側の
利用及 び登録状況が大 き く変化す ると推察される。

以上の ことか ら、技術情報の検索キーワー ドの充実、企業(団 体)の 製品(提 供品)の 密度 ・
・範囲の選定 ・PRは 本 システムの鍵 となると考察で きる。
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問3-2情 報源の想定利用度合 い

解答1・ 解答2・ 解答3・ 解答4・ 解答5に ついては、ほぼ同数程度の解答である。

想定利用の解答が高いのは、本 システムの特徴 といえる製品 に対する情報源 となって る。

得に回答比率の高いのは、産側の回答となっている。 逆に官側の回答は、研究情報関

連の情報源に対す る回答が高い。

この ことによ り、産側は外部の製品 ・商品情報を欲 しが っていると推察されるため、 こ

の部分 の充実が今後の産側の利用頻度に大 き く関わ って くると推察できる。製品情報 と

釣 り合 いの とれた企業情報 も同様 と推察できる

また、研究情報一般(研 究者情報 ・論文 ・研究テーマ)に 関す るニーズ も一様に想定 さ

れている。

問3-3想 定 される利用頻度 、

解答1ほ ぼ毎 日17.1%
解答23～4日 に一度23.2%

この回答は、いかにタム リーな情報を提供す るかにより大 きく変化するものと思われ

る。利用頻度の向上には、問3-2に よ り得 られた製品に対する情報源の充実 ・精度

が考え られる。

問5

問6

プロ トタイプシステムか ら本 システムを想定 した場合 の情報源の充実度

解答2ほ ぼ充分である52.4%

かなり好意的な回答である。本回答は研究情報群 ・団体情報群 ・製品研究成果群の各

群の情報が充実 した場合の回答で はないか と推察できる。

プロ トタイプシステムに対 しての情報の不足部分は、問5-1に 記述 されている。

今後不足 とされている情報を、補充するか ・他 システムとの共用を進め るか等を検討

してい くことが必要であ る。

但 し、提供情報 として考察すると提供情報種のみに止 まらず、提供情報の精度が良 く

なければな らなず、本 システムは情報収集範囲が広いため他 システムよ り一層の格納

情報 のメンテナ ンスに対す る対応が重要な課題である。

今回のプロ トタイプ システムの提示により、 「産学交流支援データベース」の構成が
理解できたか どうか

解答1わ か る15.8%
解答2ほ ぼわか る70.7%

プロ トタイプ システムによる提示説明によ り、ほぼ 「産学交流支援データベ ース」の

概略が理解 さたと判定できる。ゆえに本ア ンケー トも理解 された上での回答であると

判定 できる。
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問7

問8

問9

提供形態

解答1パ ソコン87.8%

解答2フ ァックス68.4%

と現状の情報収集手段に対す る提供要望が強い。

但 し、今後提供す る情報の性格上 「相談員」 「窓 口」による提供をどの様 に扱 うか、

検討する必要がある。

利用の有料化

使用 にあたり有料で あっもかまわいとい う回答が多い。

有料化における課金単位

希望 としては、情報量課金、時間課金の順である。

但 し、情報量課金を実施す るとなった場合、収集情報が どこまで有益な情報だ った

かの判定が難 しい部分であ る。

問8・ 問9の 回答を合わせ見ると本 システムに関わ らず有益な情報には料金を支払 って もよい とい う

判断であると推察で きる。
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3.3.4記 述 項 目の集 計

◇ 問1-1で 、1,2を 選 択 され た方 にお伺 い いた します 。

問1-2そ れは、 どのようなところが 「新 しい発想」 または 「情報が調べやす い」 と
お考えにな りますか。具体的にご記入をお願 い申し上げます。

〈回答 〉

類
D
分

D
D

D
D

D

D
D

D

D

D

D

D

D

D

D

D

D

D

D

D

D

I
I

Z

*従 来使用 している ものは、研究者の所属 ・氏名等か ら検索 してい くものであるが、当 システムは製品群か らの

検索を可能 と して いる。
*研 究成果品 とその研究源(研 究者群)を 連動 させている点。
*学 の研究 テーマ と産の製品群 との関連付け。

*製 品品 目か らデータが探せ るのは、新 しいことだと思 う。

*新 しい発想→JOISに よる文献検索では調べきれない点(会 社名、住所、Telな ど)も 検索で きるという

ところ。
*デ ータの関連性 により、順を追って検索がで きる。
*他 のデータベースは、1企 業、1情 報 とい うのが多いが、論文 ・教授名 ・製品名等奥が深い様に感 じる。

*既 存 のDBで は、人材 ・文献等個々の情報間の リンク機能がな くなるため、たとえば、あるキーワー ドか ら研

究者 や企業 などの複数の情報を入手す ることができなかったが、当システムでは各種情報が関連づけられてい
るたあ、必要 とする情報を関連づけて調べ られ る。
*研 究成果 ・製品をキーに、研究活動と事業活動を結 びつける考えは良い と思います。また、製品PR情 報にま

で踏 み込んだデータベースの提供は、企業にとって有 り難いと思 います。
*個 人 レベルでの検索。

*デ ー タベース構成が研究者群、研究成果 ・製品群、団体群 と3つ になってい る点。
*情 報項 目の多 さ、きめの細かさ。

*例 えば、研究者の研究内容が論文検索 も出来る点などは良いと思 います。先生方の研究 内容 を具体的 に生か し

て頂 く様、お願い します。
*「 学」と 「産」の情報を結びつけよ うとす るところが、新 しいと考え る。
*製 品 と研究者、団体が リンクされている点。

*製 品名をキーワー ドにできる。更に、商品名(各 企業が名づけた もの)も キーワー ドにで きたら、尚良い。
*研 究成果 ・製品群←→団体群の関係が検索できるという点。

*製 品名 ・商品名か ら、企業名を検索で きる所がgood。 既存のもの は、企業名を調べ るために分野名(通 信

、 自動車etc.)で は、大ざっぱ過 ぎる。
*将 来的に多 くの公的(大 学等)な 論文情報が入手できる様になれば、すば らしいデータベースとな り得 ると思
います。

*製 品情報か らの索 引が魅力的である。
*研 究者、団体、成果の"関 係データベース"で あること、それぞれが きめ細か くで きて いることがまず評価で

きる。'成 果'の 中に、研究者の興味 とか、最近の取 り組みがあるとよいな ど、最終構想が まとまるとより評
価が高まると思 う。
*中 小企業か らの相談を うけるという仕事上、例えば○○のメーカーの リス トがほ しい … という内容 も多 く

今 は、工場通覧やタウンページなどで探 し ていますが、キーワー ドをつけて団体情報で検索できるよ うにな
れば、調べやす くなると思います。ただ、すべての地域の情報が格納 されれば … の話 ですが。
*基 本的にメニューか ら選択する方法により、マニ ュアルな しで もある程度の検索がで きるようにな っている。

*キ ーワー ドによる検索。各部門での先生が探 しやすいのではないか と思われ る。
*講 習会、研究会、セ ミナー等の案内。

検索方法等への評価(1)
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提供デー タ内容への評価(D)
88%

図3-64問1-2の 回答種割合(プ ロ トタイプ システムの評価)
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◇問1-1で 、4を 選択 された方にお伺いいた します。

問1-3そ れは、 どのよ うな工夫を した ら情報が 「調べやす くなる」とお考えにな られ
ますか。具体的にご記入をお願い申 し上げます。

〈回答 〉
類

I

I

I

I

I

分

K
K

K
K

M
Z

Z

*メ ニュー階層が複雑でな く、画面 メニ ューがわか りやすい もの。

*ア クセスの経路がわか る。常 にデータベースを使 うという習慣がで きること。
*PATOLIS,JOIS等 のイメージが頭に入 っている。パターンが標準化 されれば良いと思 う。

*一 覧表示が簡単。カー ドタイプでデータ表示できる。検索条件が常に一覧表示 されている。
*構 築中であるようなので、よ く理解で きませんが、 自分がどのような経路で検索を してい るか表示 され るよう

になると良 いと思 います。
*よ り具体的キーワー ドの共通項か らの検索。

*検 索のキーワー ド。

*情 報のキーワー ドを体系化 し、一覧で きるよ うに してほ しい。
*フ リーキーワー ド検索でないと実際的な使用には障害がある。特 に、検索 もれが多 くなると、 そのデータベー

スの価値が半減す ると思います。
*全 国ベースでない。どの様な情報がインプ ットされ るか による。

*ま だ定義条件が不十分な段階なので、調べやすいのか調べに くいのかがわか らない。 もう少 し、体制がで きて

か らデモ してほ しい。
*現 状使 ってみたいデータベースがないだけ。

提供データ範囲の拡大(M)
8%

改善(1)

キー ワー ド体系の改善(K)

31%

図3-65問1-3の 回答種割合(プ ロ トタイプシステムへの要望)
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類

P

P
P

P

分

P

P
P

P
P

P

P

P

P
P

P

P
P
P

I

1

I

I

I

I

I

I
D

D
D

D
D

D

O
O

0

S

Z

Z

Z

◇問2.で1を 選択 され た方にお伺 いいた します。

問2-1ど のよ うな目的で、 どのような内容の情報を登録 していきたいとお考えになり
ますか。具体的 にご記入をお願 い申 し上げます。

〈回答 〉

*・ 目的………PR。 ・内容……… これか ら考えていきたい。

*・ 目的………セ ンターのPR・ 内容………研究者情報 ・論文情報。
*・ 目的………機関 としてのPR・ 内容………業務内容、研究報告。
*・ 目的………内外に自分のや っていることをPRし 、広 く交流を持ちたいと考える。
・内容……… 自分の仕事の内容 。
*・ 目的………新規ユーザの開拓(業 務内容のPRに よ り、既存ユーザ以外の分野での受注開拓)。
・内容………MIMのPR。

*・ 目的………当社の技術をPRし 活性化を図 りたい。 ・内容………他社に提供で きる技術 ノウハ ウ製品。

*・ 目的………会社PR。 ・内容………事業内容、製品PR。
*・ 目的………PR。 ・内容………製品概要、社名、TEL、FAX等 。
*・ 目的………商品PR
・内容………一般大衆を相手に売買するのでない

。原材等 のPR。
*・ 目的………技術力PR、 受注先の選別 ・獲得 ・内容………得意技術などのPR。

*・ 目的………企業PRと 技術交流のため。
・内容………当社の現状技術 と現在研究中でどうして も解決に協力が必要な技術情報 を求め る

。
*・ 目的………会社案 内、地図、営業内容、特許等のア ピール。
*・ 目的………商品開発や技術を公開 していきたい。 ・内容……… 自分の所の研究成果や商品開発。

*・ 目的………業務内容を登録する事により受注を増やすため。
・内容………会社等の業務内容(PR等 も含む) 。
*・ 目的………技術 レベルのPR、 他社(機 関)の 成果の利用促進。
・内容………商品情報、技術報告書等の広報。
*・ 目的………会社ア ピール、団体群への登録 ・内容 ………会社の情報、商品名等、他の応用開発可能な技術

*・ 目的………企業PR、 新規取引先開拓etc.・ 内容 ………業務 内容 ・保有設備 ・特徴等で きるだけ詳細 に。
*・ 目的………企業のPR、 共同研究団体 との交流のため ・内容………製品情報、研究成果。

*・ 目的………情報収集(自 分の情報オープンにす ることで、 自分の情報の価値を対外的に知 ることがで きる。

および意見交換できる 「つて」を広げることができる。
・内容………画像情報処理技術および同技術による製品化。
*・ 目的………他の研究機関における同様の研究 を行 っている方 々との情報ター ミナルとして使用 したい。
・内容………所属、研究内容。
*・ 目的………共同研究者 との コンタク ト ・内容 ………人材 。
*・ 目的………当社の開発技術力を育成する上で多 くの研究者の方 とコミュニケーションの増大を図 ることは意義がある。
・内容………当社に関する一般情報、当社製品のPR。
*・ 目的………情報収集。

*・ 目的………自分たちのかかえている課題と他企業or分 野 との結びつ きを強 く求めたい。
・内容………農畜産物の新規利用、加工方法。(従 来の食品関連 にとどま らず、 もっと新 しい利用方法を研究

したい。そのために技術協力で きるパー トナを求 めたい。特 に薬、化学分野および工学分野の情

報がほ しい。)
*・ 目的………新製品、新技術の開発のための技術情報収集。 ・内容…各社の現状、大学の研究データを知 りたい

*・ 目的………研究開発のア ドバイスを して くれる先生探 し。
*・ 目的………産業界が 自ら研究開発能力を高め、 自ブラン ドの付加価値の高い製品を製造販売 し、 もって県 内

産業の活性化に資するたあのデータベースでであって欲 しい。
・内容 ………深い内容は、facetofaceで 。要 はそ こにたどり着 き易 くす るためのチャー トの機能でよい。
*・ 目的………公設試の研究開発成果の技術移転。

*・ 目的………研究成果の公開

*・ 目的………受発注情報 や新製品作成に当た っての情報。
*・ 目的………共同開発 ・共同研究等による新商品開発

*・ 目的………製品開発。

*・ 目的………地方 自治体 の情報公開の目的か ら。

・内容 ………研究報告書。
・内容 ………情報 ・電子工学関連の研究。

・内容 ………プラスチ ック材料等の利用による商品群

・内容 ………競合関係。
・内容 ………情報公開が可能な自治体が所有する情報

*・ 目的………東北イ ンテ リジェン ト・コスモス構想 における1県 として、 自分か ら提供で きるデータがあれば

、で きるだけ協力 したい。
*・ 目的………官学の試験研究機関における研究情報 を広 く普及 させるために、共同研究企業や応用分野 ・製品

等 の情報 を合せて提供する(よ り具体的内容)。
・内容…人材、機関、共同研究企業、特許 ※応用分野 ・製品
*・ 目的………地方の時代 としての拠点 にしたい。
・内容………公設試、大学等の設備、図書等の検索。中小企業の設備 ・製品 ・加工技術等の検索 。
*・ 目的………新潟市 ソフ トウェア産業協議会の活性化を図 る為
・内容………新潟市 ソフ トウェア産業協議会の会員情報etc .
*・ 目的………求人(講 演依頼、委員就任含む)、 求職(共 同研究企業の選定含む)。
・内容………オペ レー ションリサーチ、情報研究分野(デ ータベースを含む)の 求人及 び求職。
*・ 目的……… 自県は もちろんの こと、他県、日本内外の情報が充実 してほしい し、それによって地域産業の発

展 に貢献で きるのならば … 。
・内容………私の仕事 も企業に情報を提供す る立場なので、今はまだ具体的にどういう内容を登録すればよい

のかが判断できません。

一79一



その他(Z)8%

技術窓口体制の強化のたあ(S)

情報公開のため
8%

製品開発のため(D)
21%

情報収集、情報交換の
21%

団体 ・企業 ・研究者のPRの ため(P)
46%

図3-66問2-1の 回答種割合(本 格 システムの利用 目的)
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◇問2.で2,3を 選択 された方にお伺 いいた します。

問2-3有 料で も登録 していきたい情報 とはどんな情報とお考えにな りますか。
具体的に ご記入 をお願い申 し上 げます。

〈回答 〉

類

P

P
P

P
P

P
T

T
T

T
B

B
B

K

K
R

R
Z

Z

Z
Z
Z

Z

分

*成 果 ・商品PR。
*売 り上げに結びつきそ うな製品情報。

*特 殊 な用途に しか利用 しない。 もので高価な商品のPR。
*製 品PR、 受発注情報 。

*製 品情報(特 に大学 ・研究機関を対象と したキ ャンペー ン情報)。
*自 社製品の拡販につなが る情報。

*製 品情報、特許実用新案。
*特 許情報(ラ イセ ンス料な どで収入を得 ることができる)。

*販 売 商品、有料特許の公開。
*特 許 を取得 している技術情報。

*製 造業では協力関係があるので、その社のオ リジナルな情報。

*検 索 によって他企業の情報は欲 しいが、 自社か らPRす べ きものは、あま り見当た らない。
*企 業情報、文献等。

*共 同研究等募集の伝言板な ど。
*製 品広告、求人情報。

*研 究の内容。

*企 業内の研究報告書等。
*マ スメディアで公開 されていない もの。

*自 治体 のPR情 報。
*全 般的に有料 とい うのは問題があるのではないか?

*活 用 され る情報。
*基 本的に登録 は無料、検索 は有料だと思 う。登録が有料で は、登録件数が少 な くなるような気がす るので、

上記質問 に対す る回答はない。

研究情報(R)
9%

求人情報(K)
9%

図3-67

商品PR情 報(P)
26%

特許情報(T)
17%

13%

問2-3の 回答種割合(本 格 システムへの登録情報)
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類

D

D

分

D

D

D

D

D
D

D
D

D

D

D

M
M

M

M
M

M
M

M
M

M
M

M

1

I

I

I

I

I

1

I

I

I

P

P

P

N

N

K

Z

Z

Z

◇問3.で3,4を 選択 された方にお伺いいた します。

問3-4ど のような工夫を したら、よ り使い勝手 のいい、利用 されるデータベースにな
るとお考えにな られ ますか。

具体的 にご記入をお願い申 し上げます。
〈回答 〉

*画 像情報の追加。
*使 わな くては事業を進めて いけないよ うな内容(例 えば特許情報のような性質の もの)の データベースで ない

と、なかなか利用頻度は上が らないと思 う。
*情 報内容の検索方法 よりも、中身の工夫が必要であると思 う。消極的参加か ら積極的参加型データベースが必

要。その意味で、情報の限定 も必要である。大学関係者のみ とか、企業のみとか。
*研 究機関で研究 される様な先端技術を利用する企業は、ごく限 られていると思 う。中小企業が求めるデータベ
ース とは少 し違 う気がする

。
*企 業情報 とは、一般的にオープンにできるもの とで きないものがあるが、できないものをどの様にオープ ン化

す ることが、課題であ る?
*よ り多 く(種 類)の 情報。専門的なものか ら一般的な もの まで。
*研 究の外に、その製品の商売上の情報(売 上状況等)。

*掲 示板機能。

*テ キス トデータのみでな く、 ビジュアル化 が必要(図 表、音声、画像、 ムー ビー等)。
*パ テ ン ト等の登録。

*デ ータ内容の充実、データ間の リレー ションを充実。
*検 索 テーマを登録 しておき、そのテーマについて新情報が入 り次第、使用者側の管理できるメモ リー上にその

情報 が自動的に入 り、使用者は定期的にそのメモ リーを見 ることで常に最新の情報入手 できる様な システム。
*収 納 してあるデータが、会社にとって使え るレベルにあること。
*情 報のインベ ン トリーが確実に行われる。

*東 北7県 はさる事なが ら全国ベースで。受け側の体制整備 も必要(通 信料金、サーチャー、構内LAN構 築等)

*で きるだけ新 しい情報を入れてい く。情報量を多 くす る。

(東 北地区にかぎらず同様なDBが 日本全域のものにな っていること)
*幅 の広いデータの蓄積。ある部門で有名な先生ばか りでな く、新進気鋭?の 若手の先生のデータも必要では。
*業 種にあった最新情報が常 にある。 速 い レスポンス、操作 しやすい。

*情 報の リアル性。たとえば、新聞発表の記事がその 日に登録。
*製 品、商品等の量を増す。
*新 しい情報で更新 され るシステムが完成 され ること。

*常 に最新の情報が登録 されていること。特に、企業での最新情報、新製品情報が入力 されて いること。
*常 にデータが更新 されている保証が必要。

*例 えば、特許検索用デ ータベースのよ うに、グローバルな ものでないと、利用価値が少ないように思 う。 ロー

カルで小規模なものだ と利用す るメ リッ トが少ない。
*多 数のデータの蓄積及び更新頻度が高い(情 報鮮度がよい)→ データが多 くなければな らないこと。また、他
の既存データベース検索ができなければな らない と考えます。ex:研 究成果 ・製品群、研究者群、団体群の

関連づけがで きる点でユニ ークでよいと思 う。
*検 索方法等を誰で も使 いやすいよ うな簡単なわか り易い ものにする。現在使用 しているPATLIS等 も、使

い方が簡単とは言えず、使用す る人が限 られて しまっている。また使 って も ミスが多 くな り、時間とお金がか

か って しまう。
*表 示方法の工夫(ウ インドウズとか グラフィックス、マウス)。

*検 索方法が容易で、料金が安いか、又は無料。
*選 択入力→キーワー ド入力の くりかえ しでは、将来使いなれた場合、通信費がかか りす ぎると思われ る。キー

ワー ドでダイ レク トに入力後選択で きるほうが よいと思 う。 しか も、現在パ ソコンで使用 されているwind

OWSを 使用できると簡便 になると思 う。
*操 作 はキーワー ドでな く、マウスやテ ンキーのみ とし、メニ ュー方式を もっと工夫すべ きである。

*カ ンタンな操作。連絡先の登録(電 話番号等)。"学"の 論文等は、あ る程度わか りやすいように、かみ くだ、

いて ほ しい。
*簡 単 に使用することがで きる(対 話方式、キーワー ドが統一 されている)ミ 電話回線利用だと して も時間当た

りの料金が安 い。
*デ ータ出力は、総てをスクロールをせず に一画面 ごとに区切 る。

*産 学交流支援、農業等の技術指導あるいは観光 と多様なデータベースがあって始めて、 より利用 され るデータ
ベースになると思 う。当面の産学交流支援データベース ・プロ トタイプ システムは、メニ ュー方式が使 い勝手

とか親 しみやすさはあると思 う。
*利 用時の簡素化。

*条 件 と して ①使用料金が安い ②最新の情報が入 っている(ど のデー タベースにも言え ることだが)
*料 金が安 い。

*利 用料金および電話料金 しだい。研究 ・開発 目的であれば、1Wに 一度 くらい複数の検索を行 うのが、普通 と

思 うが?
*自 前のデータベースの他にブ リッジ機能を持ち、発展型に。

*電 話料が安いように、各市 内にアクセスポイ ントを持 ってほ しい。
*キ ーワー ドの充実、あるいはキーワー ドの選定。
*私 の場合は、データベースというよ りニーズの頻度によります。

*他 のデ ータベースとの住み分けと リンクの しかた、アクセスポイン トの活用。
*私 は、 日々更新され るデータベースであって も、1個 入が月 に数回アクセス した ら、十分だ と思います。
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Z

Z

Z

Z

*月 一回 くらいは、最新情報等を載せた冊子等の配付を考えるべき。
*本 社は部品製造で、研究開発が仕事の中で占め る割合が少ないため。

*原 時点ではよ くわか らない。
*1回 の利用時間 は長 いと思 う。

キーワー ドの充実(K)

ネ ットワーク機能の充実(N)

料金体系の検討(P)6%

検索方法の改善(1)21%

提供データ内容の拡大、 または
システム全般の機能改善(D)

27%

提供データのメンテナ ンス、または
提供データの量 ・範囲の拡大(M)

25%

図3-68問3-4の 回答種割合(本 格 システムへの要望)
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分 類

I

I

I

I

I

I

I

I

I

I

I

I

I
I

I

I

I

I
I

I

1

I
D

D
D
D

D
D

D
D

D
Z
Z

Z

Z
Z

Z

Z
Z

Z
Z

Z

Z

Z

Z

問4.こ のデータベースに本格的に情報が登録 され、各方面での利用が開始 されたと仮定
した場合、本格データベースを活用 して いく利点 と して、これまでのご質問文の中で

想定 した ものの他にどのようなものがあるとお考え にな られますか。
具体的にご記入をお願 い申 し上げます。

(1)情 報を調べていく立場か ら
く回答 〉

*技 術動向及び新製品動向、論文。
*技 術情報の収集。

*県 をまたいだ共同研究の相手探 し。
*必 要な情報を手に入れるまでの時間が(手 間)が はぶ ける。

*時 間の節約。

*パ テ ン ト、東北以外の情報。
*自 分が欲 しいと考え る情報(技 術 ・製品 ・入手先導)が 短時間で得 られ る。

*情 報の入手の速 さ、質の高 さ。
*受 発注に役立ち、技術情報 ・製品情報において、各種 多様に情報 として取 り入れ られる。

*マ スコ ミ的な情報の確認。

*研 究成果………取得特許(申 請)の 有無。
*知 りたい情報が、知 りたい時に正確 に得 られる。(出 張や打合せ時の先方の所在地の確認、売 り込み時の先方

の情報の先取 り入手 と対策、求 めている製品の検索 と企業情報の入手。)
*新 材料等の新 しい考え、商品が後々考え出せる。発想 ・着想等の参考 とす る。

*タ ーゲットが絞 られていれば、非常 に有効な検索手段 と思 う。

*多 方面の情報が得 られ ることが重要である。(畜 産 ・医学 ・水産 等)常 に新 しい情報 をいれてい くことも重

要であるが、古 いものをどう してい くかの検討が必要。
*知 らない情報が得 られる。

*特 許情報、市場情報 。
*地 元に密着 した情報 を得る ことができる。

*人 事交流。
*東 京から発信 され る情報の入手 は容易だが、東北地方の情報(企 業の工場、研究機関)を 得る手段が現在ない

ので、有効であ る。

*企 業(団 体)情 報を得たい場合で も、いろいろな角度か ら見 ることができる。また、本社だけでな く、それぞ

れの工場の住所な り、Telな り、ある程度 は情報を得 ることができる。
*研 究者の検索、技術の情報入手。

*よ り産と学の交流が図れる。
*産 学の共同研究等が促進 される。

*学 の研究開発と技術移転の関係。
*企 業か らは実際 に共同研究 して もらえ る研究者が誰かを知 りたい し、大学か らは研究助成の金額が重要である

*技 術の供用。
*大 学 ・研究者 との距離が近づ く感 じが もて る。

*新 製品を開発 してい く上での新材料の情報が手軽に手に入 る。
*企 業で製品開発を行 う場合、その基本 となる技術関連の研究を行 っている研究団体情報 を得ることが出来、将

来的に財政的な援助等を含め、共同研究を 目指せ る
*研 究 ・開発 に伴 う技術的ソース(申 請 している特許、実用新案等)の や りとり等を加えて欲 しい。

*技 術図書の紹介データベース。検索項 目の入力により、その内容が詳 しく書 いている書籍を紹介す るシステム
*登 録されている情報量の多 さが、ポイン トになると思われる。

*検 索の標準化を図 って欲 しい。

*フ リーソフ トウェア、 シェアウェア等のダウンロー ド。
*デ ータベースが充実 していればいるほど、利用価値 は上が ると思 う。

*研 究者の発表する研究会 日程。
*営 業技術的人間が使用す る場合、 どの様な目的で利用す るか。

*商 品の価格、種類、在庫等 。

*検 索方法の充実。
*あ いまいな条件か ら情報を捜 し出せ るように して欲 しい。手軽に利用できて、高速に情報を入手 したい。

*1200bpsの 遅い通信で得 られ る少ない情報 より、元情報の入 ったCDを 送 って もらい、パ ソコンで検索

した方が早いのではないだろうか。
*原 報(論 文)コ ピーサー ビスをオ ンライ ンで発注で きればよい。

*キ ーワー ド検索を優先 したデータベースの構築。外国語(単 語)で の入力 も可能に してほ しい。登録企業の業

績が毎年更新され、 さらに過去の業績が グラフで表示され るとよい。
*他 のデータベース との違 いを明確化 し、検索等を しやす くする。

一84一



製品開発(D)20%

その他(Z)

30%

卓

＼
、
、

、
、、
＼ 、
一

情報収集 ・情報交換(1)
49%

図3-69問4(1)の 回答種割合(本 格 システムの情報利用メ リッ ト)
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問4.こ のデータベースに本格的に情報が登録 され、各方面での利用が開始 されたと仮定
した場合、本格データベースを活用 して いく利点 と して、 これまでの ご質問文の中で

想定 した ものの他にどのようなものがあ るとお考えになられますか。

具体的にご記入をお願 い申 し上げます。
② 情報を提供 してい く立場か ら
く回答 〉

類

P

P

P

P

P

P

P

P

P

P

P

P

P

I

I

I

I

I

S

分

Z

Z

Z

Z
Z
Z

*企 業PR、 製品紹介、イベ ン ト紹介 。

*製 品 ・技術のPR・ 受発注の仲介。
*個 人の学歴等は必ず しも必要ではな く、現在や ってい る研究、 これか らや りたい研究等をのせたい。

*各 関係者のPR。
*自 社商品の新たな使用目的が生 まれる可能性。

*会 社のPR。
*PR効 果(電 話帳の広告?)。

*自 社のアピールとマーケッティングの拡大が、 自力のみでな く他力 としてすばや く処理 され る。

*小 さな地区だけでな く、東北7県 へ提供で きる。
*企 業のPR。

*研 究結果、新製品のPR。
*自 社の新製品、新技術のPR。

*企 業PRを 通 じて、多 くの関連企業 と協力が可能 とな り、更に地域開発 に少 しで も貢献できる。

*県 をまたいだ共同研究の相手探 し。
*求 人 ・営業情報。`

*相 手を求める際に、便利である。

*異 業種 との交流の幅が広がる可能性。

*人 事交流。
*当 セ ンターで所蔵 している資料 ・文献 と合わせて、 この新 しいデータベースにアクセスできれば、相談企業に

対 して、より詳 しい情報 を提供 していけるのではないか と思 う。
*商 用DB(PATOLIS,JOIS等)や 中小企業情報セ ンター等の行 っているサー ビス等 との差別化を図

れるか。
*提 供で きる範囲で登録する。
*ユ ーザか らの情報入力 システム。

*企 業が登録す る際は、初めの1回 で済むよ うになるとよい。

*で きるだけ、安い料金で。
*こ こに述べ られた産学交流支援データベースの考え方 は、いろいろなデータベース検索 に使用できると思 う。

その うえで、多様なデータベースがあれば、利用者 の役に立つと思 う。

技術情報相談窓口体制の強化
4%

情報収集、情報交換
20%

団体 ・企業 ・研究者のPR(P)
52%

図3-70問4(2)の 回答種割合(本 格 システムへの情報提供メ リット)

一86一



◇ 問5.で3,4を 選 択 され た方 にお伺 い します 。

問5-1ど のような情報を加えてい ったらよいとお考えになりますか。

具体的にご記入をお願い申 し上げます。
〈回答 〉

類

T
T
T

T
T

T
T

T
T

T

分

T

T

T
B

B
K

R
Z

Z
Z

Z
Z
Z

Z

Z

*質 の中にあった知的所有権等の第3段 階のメニュー、構成 もあ ったほうが よい。
*技 術情報の図書紹介。
*特 許、実用新案等の情報(登 録、請求中など)。

*研 究者の技術 と具体的 な商品名が連携 した情報。また、その技術を商品開発に生か した時の著作権処理方法。
*パ テ ン ト、論文。
*業 種別特許情報、業種別新製品情報、各企業の実績。

*特 許情報、受発注情報、市場情報。

*製 品情報 ・研究成果の中に使用されている特許情報 もふ くませ られないか
*パ テン ト情報、大学 ・研究所 ・企業の見学 と可否、大学 ・研究所への調査依頼 の可否。

*特 許、更新等知的権利。大学 ・企業等の地図(関 連 〔東京〕の一部でNTTサ ービス中)。 専門雑誌 ・学会関

係の登録。
*団 体………企業情報 に関 し、技術的評価は何を基準 に入力す るのかがはっきりしない。PRな のか第3者 的情

報 なのかが区別 され るべ き。
*特 許情報、市場情報。

*特 許情報。
*企 業業績。

*大 分類 「会社」 という項 目は必要 と思 う。
*大 学研究者が共同研究を望んでいるかいないか、企業 も同 じ。情報 と して は会社内のスタッフ、大学講座内の
スタッフ。

*研 究者情報関係、全国の大学 を対象 と した方がよい。
*ソ フ トウェア。

*新 技術や新 しい製品等、従来の分類では、 とらえに くい物がどの分類で検索すればよいかの情報。
*扱 い先(入 手先)、 コンタク ト。

*グ ラフィックを取 り入れ た形でわか りやすいもの。
*場 合 によっては、画像(製 品写真等)が ほしい。
*公 開セ ミナー等の案内に対す る予約がで きるとよい

*デ ータ入力年月 日、設備情報。
*各 地域 とのコンタク トがせまい情報 しか与え られず、充分 とは思えない。

研究情報(R)
4%

求人情報
4%

特許情報(T)
52%

8%

図3-71問5-1の 回答種割合(本 格 システムへの追加情報)
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◇問6.で3,4を 選択 された方にお伺 いいた します。

問6-1よ りわかりやすい情報の提供方法、情報の関連を示 していくためには、 どのよ
うな工夫を していけばよいとお考えにな りますか。

具体的にご記入をお願い申 し上げます。
〈回答 〉

分類
I

I

1

K
Z

Z

Z

*検 索方法の充実(誰 にで もわか りやすい システム)。
*情 報内容が もとでの トラブル対策を十分に安心できるように、取 り出すデータをパ ソコンのデータベースソフ

トに簡単に取 り組めるように。
*画 面の展開を継続的 に行えるよ うにす る。(い ちいち初期画面に もどしてか ら、再度関連情報を検索 しなおす
のではな く、画面か ら画面へ検索が次 々と展開できよ うにする。

*大 学や企業で使用される情報を一般の言葉等 に一致 させ るために、両者の差異を うめる工夫が足 りないと思 う
*産 ・学の区分にこだわる必要はないのでは。企業PR、 製品アピール、改良 レポー ト等研究成果と同 じに扱 っ

て もよいのでは。
*一 部分にだけにこだわ らず幅広い利用法や分野を1つ にまとめて資料に してほ しい(デ モ ソフ ト等)。

*文 章の簡素化 他。

その他(Z)
43%

』'還

__.

藁…
B

白』】 ・ 　

＼ キ_ワ_ド の

検索方法の充実(1)
43%

14%

図3-72問6-1の 回答種割合(本 格 システムへの要望)

尚、別途貴重 なご意見が多数よせ られているので、資料編 「ア ンケー トか らの収集意見」を参照の こと。
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4.今 後の展望

産 ・学交流支援データベース本格システムの構築に先立ち、産 ・学の交流を促進 していくための

新 しい情報提供の方法をプロ トタイプシステムの構築により具体的に提示 したことは、本格システ

ムの構築にとって大きな一歩であったと言える。今回のシステムの特徴である研究者群、団体群、

研究成果 ・製品群の3つ の情報群の相互の関係づけによる各情報の検索の仕組みは、東北7県 の産

・官のモニターへの説明の過程を通 し、利用者の方々に理解され受け入れ られたと思われる。本格

システムへ期待する声の多さも、それを裏付けていると言えよう。

今後、本格 システムの構築を実施 していくにあたり、プロ トタイプシステム構築の経験に基づき、

い くつかの課題を提起 していきたい。

(1)情 報の収集体制の確立

どのようなデータベースにもあてはまることであるが、やはり情報の収集が最 も難 しく、且

つ重要な作業 となる。特に研究成果や製品に関する情報は、大変デ リケー トなものであり、今

後いくつかの方法を試みていく中で、最適な方法を確立 していく必要がある。

また、キーワー ドの抽出、付与等収集 したそれぞれの情報を整理 ・加工 していく場合 も、各

分野に応 じた専門家の支援 ・協力が不可欠 となる。従って、情報の収集 ・整理に対 して、収集

する情報の分野に応 じた専門のプロジェクトチームを発足させてい くことが望ましい。

(2)情 報収集への協力体制の確立

情報の収集体制として、専門のプロジェク トチームを発足させても、収集先の協力が得 られ

なければ、大きな成果は期待できない。収集先 に対 して、積極的な協力を求めていかなければ

な らないのである。

それには、研究者側の情報については、東北インテリジェント・コスモス学術機構からの協

力依頼、企業側の情報については、各県の工業試験場や中小企業情報センターからの協力要請

を実施 して、情報収集体制を確立 していく必要がある。

なお、各機関共、本活動に対 して、既に各種のご協力をいただいている。

(3)情 報のメンテナンス方法の確立

データベースの有用性の1つ に、蓄積データの最新性があげられる。いくら様々なデータが

蓄積されていて も、それ自体が陳腐化 したものであっては、利用 される見込みは少ない。

従って、蓄積 したデータを常に最新の状態に保っていくことが必要 となる。 この情報のメン

テナ ンスの問題は、データベースの構築に伴 う情報の収集活動よりも、その永続性の点から難

しいと言えよう。情報の収集活動を行 っていく中で、情報のメンテナ ンス方法の検討と同時に、

その方法を確立させていくことが重要である。
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(4)情 報の有料性の確立

データベースの一般論として、 「民間企業により提供されているデータベースは、料金も高

いが、有益な情報が多い。官庁により提供 されているデータベースは、料金が無料もしくは安

価であるが、有益な情報が少ない」と言われることがよくある。よりよい情報をより安 く提供

することが望ましいと言えるが、現実には殆ど機能 していないものと思われる。よりよい情報、

価値のある情報を得るには、それ相応の費用が必要なのである6

逆に言えば、費用をかけなければ、価値ある情報の収集はできないとも言える。また、更に

言えば、費用をかけた情報であるか らこそ、無駄にせず有効に活用 していこうという気持ちに

なるのか もしれない。

このように考えると、情報の有料性の確立は、情報の提供者のみならず、利用者にとって も

有益な仕組みであると思われる。但 し、費用負担の問題については、資本金や売上高に応 じた

スライ ド料金の設定等、機会の均等を意識 してい く必要がある。

(5)取 り組みの方向性

今後、本格システムを構築 してい く場合、情報収集の手法はプロ トタイプシステム構築時の

手法に準 じたものとなっていく。っまり、情報を追加 していく分野について、その範囲を区切 っ

てモデルを設定し、各情報群について必要な情報を収集 していくというものである。

また、各情報群のつながりについては、モニター活動の検証結果に基づき、新たなシステム

の開発部分が必要になってくる。

本格システムの構築とはいえ、最初か ら全ての対象分野、内容について、情報を収集 ・登録

していくことは非常な困難を要する。従 って、本格 システムは、ある限定 した情報分野の範囲

で構築 し、随時その範囲を拡大 し、本格 システムの完成を目指 していくことが必要と思われる。
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日4-1取 り組 みの方 向性
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(6)産 ・学交流支援データベース運用イメージ

プロ トタイプシステムの構築活動を通 してイメージされた産 ・学交流支援データベースの運

用方法について、1つ の案を示 してみる。

(1)利用者 ①企業

②研究者

③公設試験場等

②運用形態 ①データベースの利用は、全て会員制とする。

②データベースを検索 した結果の研究者又は企業への接触は、全てデータベー

スの運用団体(産 ・学交流支援センター(仮 称))を 仲介 して実施 していく。

⑧会員 ①企業会員:年 会費(資 本金に応じて設定)

利用料、付加料
発行誌による情報提供

研究者への相談時間の確保権等

②研究者会員:年 会費、利用料等は無料
発行誌による情報提供

情報の提供義務

③公設会員:年 会費

利用料等は有料
発行誌による情報提供

情報の提供義務

東北 イ ンテ リジェン ト・コスモ ス情報 セ ンター(仮 称)

@⑧

産 ・学交流

支援DB

問合せ

回答

産 ・学交流支援セ ンター(仮 称)

公設試験場等

研究者 研究者

図4-2産 ・学交流支援データベースイメージ

以上、プロ トタイプシステム構築活動の経験に基づき、いくつかの課題を提起 した。東北におけ

るデータベース構築活動の大 きなステップか らすれば、今の段階はまだ夜明け前か もしれない。

明るくな らない夜はない。 しかし、また夜明け前が最 も暗 く、最 も寒い。産 ・学交流支援デ一夕ベ

ベースの構築活動 も、真 しく夜明け前、今が最も大変な時期である。

しか し、この大変な時期を乗 り越えていけば、その先に美 しい夜明け、日の出が待 っている。今

回構築 したプロ トタイプシステムを充実 しつつ、各地での啓蒙 ・普及活動を通 し、本格 システムの

構築を実現 していくために、関係各位の一層の協力と努力が必要である。
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資 料 編

1.使 用 コ ー ド

2.ア ン ケ ー ト か ら の 収 集 意 見





1.使 用 コ ー ド

(D使 用 コ ー ド体 系

① 業 種 コ ー ド(業 種 単 位 に 固 有 の コ ー ド)

全 国 工 場 通 覧 分 別 よ り 「業 種/製 品 分 類 一 覧 」

登 録 団 体 の 業 種 を 表 現 す る 場 合 用 い る。

に よ る 。

[口 例

日_一,桁 数字

12:食 品 製 造 業

② 製 品 分 類 コ ー ド(製 品 分 類 単 位(当 該 業 種 単 位)に 固 有 の コ ー ド)

同 一 業 種 内 で 製 造 さ れ て い る 製 品 品 目 を 表 す 場 合 の 、 先 頭2ケ タ を い う 。

業 種 コ ー ド と 同 一 コ ー ドを 用 い る 。

「業 種/製 品 分 類 一 覧 」 に よ る 。

口
例12:食 料 品

L己
_,桁 数字

③ 製 品 コ ー ド (製 品 品 目 単 位 に 固 有 の コ ー ド)

同 一 製 品 分 類 内 で 、 製 品 品 目 単 位 に 付 与 。

製 品 品 目 を 特 定 す る 際 に 用 い る 。

0 0 例120100:肉 製 品

本 シ ス テ ム 内 で は 、 「00」 固 定

中 分 類 コ ー ド(同 一 製 品 分 類 内 製 品 品 目 単 位 に 通 番)

製 品 分 類 コ ー ド

=
④ 住 所 コ ー ド

市 区 町 村 コ ー ド(JISコ ー ド)対 応

住 所 コ ー ド一 覧 に よ る 。

一 コ
L=弍
. 数字

例04101:宮 城 県 仙 台 市 青 葉 区
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② 業 種 一 覧(全 国 工 場 通 覧 業 種 分 類 に よ る)

業 種 コード 業 種 名 業 種 コード 業 種 名

12 食 料 品 製 造 業 24 な め し革 ・同 製 品 ・毛 皮 製 造 業

13 飲 料 ・飼 料 ・た ば こ 製 造 業 25 窯 業 ・土 石 製 品 製 造 業

14 繊 維 工 業 製 品 製 造 業 26 鉄 鋼 業

15 衣 服 ・そ の 他 繊 維 製 品 製 造 業 27 非 鉄 金 属 製 造 業

16 木 材 ・木 製 品 製 造 業 28 金 属 製 品 製 造 業

17 家 具 ・装 備 品 製 造 業 29 一 般 機 械 器 具 製 造 業

18 パ ル プ ・紙 ・紙 加 工 品 製 造 業 30 電 気 機 械 器 具 製 造 業

19 出 版 ・印 刷 ・同 関 連 製 品 産 業 31 輸 送 用 機 械 器 具 製 造 業

20 化 学 工 業 製 品 製 造 業 32 精 密 機 械 器 具 製 造 業

21 石 油 製 品 ・石 炭 製 品 製 造 業 33 そ の 他 の 製 品 製 造 業

22 プ ラ ス チ ッ ク 製 品 製 造 業 34 研 究 機 関

23 ゴ ム 製 品 製 造 業
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(3}製 品 分 類 一 覧(全 国 工 場 通 覧 業 種 分 類 に よ る)

製 品 分 類

コ ー ド

製 品 分 類 名 製 品 分 類

コ ー ド

製 品 分 類 名

12 食 料 品 24 な め し革 ・同 製 品 ・毛 皮 製 品

13 飲 料 ・飼 料 ・た ば こ 25 窯 業 ・土 石 製 品

14 繊 維 工 業 製 品 26 鉄鋼業製品

15 衣 服 ・そ の 他 繊 維 製 品 27 非 鉄 金 属 製 品

16 木 材 ・木 製 品 28 金 属 製 品

17 家 具 ・装 備 品 29 一 般 機 械 器 具

18 パ ル プ ・紙 ・紙 加 工 品 30 電 気 機 械 器 具

19 出 版 ・印 刷 ・同 関 連 製 品 31 輸 送 用 機 械 器 具

20 化 学 工 業 製 品 32 精密機械器具

21 石 油 製 品 ・石 炭 製 品 33 そ の 他 の 製 品

22 プ ラ ス チ ッ ク 製 品

23 ゴ ム 製 品

製 品 分 類 コ ー ド:上2桁(業 種 コ ー ド に 対 応)
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(4)製品品 目一覧

12:食 料製品製造業

品
ド一

製
コ

0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0

0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0

1
2
3
4
5
6
7
8
9
0
1
2
3
4
5
6
7
8
9
0
1
2
3
4
5
6
7
8
9
0
1
2
3
4
5
6
7
8
9
0
1
2
3
4

0
0
0
0
0
0
0
0
0
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
4
4
4
4
4

2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

製品分類
コー ド

2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

製暑頒

品
品
品
品
品
品
品
品
品
品
品
品
品
品
品
品
品
品
品
品
品
品
品
品
品
品
品
品
品
品
品
品
品
品
品
品
品
品
品
品
品
品
品
品

、

、

、

、

食
食
食
食
食
食
食

食
食
食
食

食
食
食
食
食
食
食
食
食
食
食
食
食
食
食
食
食

食
食

食

食
食

食
食
食
食
食

表示区分

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
3
3
3
3

糟品

鱗 の畜産食料品
水産缶詰瓶詰

海藻加工
寒天魚肉
ハム ・ソーセージ

水産練製品

霧灘 食料品
藁難 藷.農産保存食料品
菜漬物籠
しょう油 ・食用ア ミノ酸
化学調味料
ソース食
酢
その他調味料砂糖

ぶどう糖 ・水あめ ・異性化糖

ll2_粉 品
パン
生菓子
ビスケ ット類 ・干菓子
米菓

灘 ざン菓子
食用油 旨
ふ くらし粉 ・イース ト・その他の酵母剤
でんぷん
めん類

量㌫ 議 こうじ'耕 ●もやし
あん類

磐鷲饅
他に分類されない食料品

13=飲 料 ・飼料 ・たばこ製造業

品
ド,一

製

コ

130100
130200
130300
130400
130500
130600
130700
130800
130900
131000
131100
131200
131300

類分
ド
品

一

製

コ

3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

糟 分類
飲
飲
飲
飲
飲
飲
飲
飲
飲
飲
飲
飲
飲

たば こ
たば こ
たば こ
たば こ
たば こ
たば こ
たば こ
たば こ
たばこ
たば こ
たばこ
たば こ
たば こ

表示区分

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

目品品
名
製

料飲
酒
ル

酒成混●酒

一ヒ

料

料
料
肥

こ

飼
飼
質
こ
ば

涼
実

一
酒
留
茶

一
氷
合
体
機
ば
た

清
果
ビ
清
蒸
製
コ
製
配
単
有
た
葉
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14:繊 維工業製品

目品品
名
製表示区分精微

製品分類
コー ド

 

品
ド

製

コ

驚黍
糸
の
紡 糸
糸

欝 　
の
ん
さ

、

紡績糸

鞠 織物

驚 弐 趨 地雫
ニット生地

ッ ト手袋
ッ ト製品

:駕綴 織灘 染色

難 萎竃違
維雑品染色整理

:天講

繊維雑品

 

毛

網
の
し
レ
ビ
ひ
幅
の
毛
ん
綿

工
ゆ
塗
維

に

ス

ス

ー

ス

一

地
レ

ー

レ

網

つ
ス
レ

物
の

他

竺

ン
も
織
他

物敷
物

品

床
織

銀

製
た

業

絶
し

工

繊
水

維

他
防

繊

布
の
・

い

織
そ
物
料
な

不

・
横
材
れ

・
ん
た
生
さ

ト
た
し
衛
類

ル
う
り
製
分

器
座
玉
そ
縮
化
毛
編
麻
そ
ね
か
綿
縮
毛
麻
そ
丸
た
横
靴
二
二
綿
絹
織
織
縞
二
繊
細
漁
そ
刺
編
ボ
細
細
そ
塾
せ
製
フ
じ
上
繊
他

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
3
3
3
3
3
3
3

品
品
品
品
品
品
品
品
品
品
・叩
品
品
品
品
品
品
品
品
品
・
加品
品
品
品
品
品
品
品
品
品
・
加品
品
品
品
品
品
品
品
品
・加
品
品
品
品
品

業
業
業
業
業
業
業
業
業
業
業
業
業
業
業
業

工

工
工
工

工

工

工

工
工
工

工

工
工

工

4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0

0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
4
0
0
0
0
0
0
0
0
0
4
0
0
0
0
0
0
0
0
0
4
0
0
0

1
2
3
4
5
6
7
8
9
0
1
2
3
4
5
6
7
8
9
0
1
2
3
4
5
6

7
8
9
0
1
2
3
4
5
6
7
8
9
0
1
2
3
4
5
6
7

0
0
0
0
0
0
0
0
0
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
4
4
4
4
4
4
4
4

4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

衣服 ・その他の繊維製品製造業15

目品品
名
製表示区分

子供服
・スポーツ用衣服

・帽体

身の回 り品

フ フ ー

 

子

・

マ
フ

帽
子
服

ニ

ト
幌
衣
品
イ
フ
チ

服

・
用
服
ツ

類
着
ル
製
製
製
タ

一
力

子
人
業
校
ヤ
着
着
整
工
物
皮
装
ク
カ
ン
袋
に
具
帳
布
維
し
に

男
婦
作
学
ソ
下
寝
補
フ
織
毛
和
ネ
ス
ハ
足
他
寝
蚊
帆
繊
刺
他

分類 されない衣服 ・繊維身の回り品

饗
ゆう製品分類
されない繊維製品

 

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
2
2
2

品
品
品
品
品
品
品
品
品
品
・加
品
品
品
品
品
品
品
品
品
・加
品
品

製暑分類

衣服 ・その

衣服 ・その

衣服 ・その

衣服 ・その

衣服 ・その

衣服 ・その

衣服 ・その

衣服 ・その

衣服 ・その衣

服 ・その衣

服 ・その衣
服 ・その

衣服 ・その

衣服 ・その衣

服 ・その衣

服 ・その衣服
・その

衣服 ・その衣

服 ・その衣服
・その

衣服 ・その衣

服 ・その衣 服
・その

 

類分
ド
品

一

製

コ

品
ド一

製

コ

5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

150100
150200
150300
150400
150500
150600
150700
150800
150900
151000
151100
151200
151300
151400
151500
151600
151700
151800
151900
152000
152100
152200
152300
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16:木 材 ・木製品製造業

警一雫

160100
160200
160300
160400
160500
160600
160700
160800
160900
161000
161100
161200
161300
161400
161500
161600
161700
161800
161900
162000
162100
162200
162300
162400
162500
162600

類分
ド
品

一

製

コ

6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

糟 分類

品
品
品
品
品
品
品
品
品
品
品
品
品
品
品
品
品
品
品
品
品
品
品
品
品
品

●

●

●

●

●

■

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

表示区分

l
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
2
2
2
2
2
2

製曇品目

一般製材

瓢 板

葉奮 同製品
たる ・おけ材

類 チ。プ

lli灘 　
鮮 ㌔り・一

霧
樽 鞠処理
靴型等

難 曲物
他に分類されない木製品

17:家 具 ・装備品製造業

製 品
コー ド

製品分類
コー ド 糟 分類

表示区分
つ 品目

170100
170200 }1 具 ・

具 ・装備品装備品 1 鶏㌶具
170300 17 具 ・装庸品 1 マ ッ トレス ・組 ス プ リング

170400 17 具 ・装備品 1 宗教用具
170500 17 具 ・装蒲品 1 建
170600
170700 }1 量:婆

蒲品
備品 { 墨 哩晶禦 装備品

170800 17 具 ・装備品 1 ぎ ょうぶ ・衣 こ う ・す だれ
170900 17 具 ・装 蒲品 1 ・額縁

171000 17 具 ・装 蒲品 1 に分類されない家具 ・装備品

18:パ ルプ ・紙 ・紙加工品製造業

警一雫

0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0

0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0

1
2
3
4
5
6
7
8
9
0
1
2
3
4
5
6
7
8
9

0
0
0
0
0
0
0
0
0
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

8
8
8
8
8
8
8
8
8
8
8
8
8
8
8
8
8
8
8

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

類分
ド
品

一

製
コ

8
8
8
8
8
8
8
8
8
8
8
8
8
8
8
8
8
8
8

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

糟 分類
パ ルプ ・

パ ルプ ・

パ ルプ ・
パ ルプ ・

パ ル プ ・

パ ル プ ・

パ ル プ ・

パ ル プ ・

パ ル プ ・

パ ル プ ・
パル プ ・

パ ル プ ・

パル プ ・

パル プ ・

パ ルプ ・
パ ルプ ・

パ ルプ ・

パ ルプ ・
パ ルプ ・

品
品
品
品
品
品
品
品
品
品
ロ
開ロ00
品
品
品
品
品
口
00品

工
工
工
工
工
工
工
工
工
工
工
工
工
工
工
工
工
工
工

●

●

表示区分

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

製2品 目

紙
プ
和
ル
き
パ
す
羅§◆

●

紙和き
紙

一
紙ま
品

品

す
製
品
品
製
袋

箱

ル
ふ
紙
製
製
紙
紙
袋
ル

・
用
紙
紙
他
装
紙

一

品製〉ノ

品工加ピ弓プルパいな
料
れ
材
さ
生
類

イ
板
衛
分

解
紙
紙
す
エ
ボ
紙
務
用
用
の
包
底
ボ
器

ア
維
製
に

溶
洋
板
手
塗
段
壁
事
学
日
そ
重
角
段
紙
フ
繊
紙
他
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19:出 版 ・印刷 ・同関連産 業

讐一撃
製品分類
コー ド 麹頒

表示区分
糟 品目

190100
190200
190300
190400
190500
190600
190700
190800
190900

}1
};
1;
}1
19

出 ・印 届1・
・印 届1・

出 ・印 届1・
出 ・印 席1・出
・印 届1・

出 ・印 刷
・印 刷出

出 ・印 刷出
・印 届1

:

:

ξ

…

…

…
言

斐

萎
斐
斐
斐
僕
撲僕

曇

菖
曽

醤

馨
ロロ

}
}
}
{
1

・籔
板

裏:難 彫刻

そ藪職 業に伴うサ撒

20:化 学工業製品

品品名製

品整料調顔用

品機ン粧品製品有リ化襲業製・品セの学工

酬

曇

』

酬
例剤

剤

梛剤

麗

麗

料品

化

化磯

物

製合

学
セ

油洗

剤

製

.

着

.

な用・剤品磨接料品れん肥製品液機基間品品ル・ク化ア化成り学業製・無系中導製一物ッ機・硬合剤キ磨薬剤製薬歯・材製さ・ヒ工業料スの学系誘業夕間チム有ン維・・性ン・く原製的医・ン光脂類品チ感樹分工顔が他化族ンエル中スゴ他ヨ繊酸ん活イ剤そ品品学用類素合の一炉機縮の油肪夕酵一式ラ成の一成肪け面料刷浄う薬、ラ真然薬にろ医医生生動火写天試他室複そソ雷魚圧塩そ石脂メ発コ環プ合そレA

分区示表

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
3

品品

品
品
品
品品

品品

品
品
品品

品
品
品品

品品

品
品品

品
品
品品

品
品
品
品
品品

品品

品品

品品

品品

品

類

弓

田

ば

ー

イ

。

}

'
4

'

4

分

、

、

、
、

、
、
一

、
ξ

ξ.

業

業

業

業業

業業

業業

業業

業業

業

品名製

巌巌

欝欝

巌
巌斑

欝欝

欝欝

欝
欝欝

欝

イイ

イイ

イ

イイ

イイ

イ

イ

イイ

イ

イ

イイ

イイ

イ

イイ

イ

イ

イイ

イ,

イ

ィ

ィイ

手イ

イイ

イ

類分
ド品一襲コ

20
20
20
20
20
20
20
20
20
20
20
20
20
20
20
20
20
20
20
20
20
20
20
20
20
20
20
20
20
20
20
20
20
20
20
20
20
20
20
20
20

品ド一襲
コ

㎜㎜㎜㎜㎜㎜㎜㎜
㎜㎜㎜㎜㎜㎜㎜㎜㎜㎜㎜㎜㎜㎜㎜㎜㎜㎜㎜㎜㎜㎜㎜㎜㎜㎜

撚㎜㎜㎜
21:石 油 ・石炭製品製造業

警一華
製品分類
コー ド

製曇分類 表示区分 製2品 目

210100
210200
210300
210400
210500
210600
210700

1}
1}
1}
21 縢i馴

曽
・ 習

習
・ 曽

・ 習

口口

{
{
{
1

石油精製品

卵円
コ ー ク ス

蓼鍵:油 製品.石炭製品
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プラスチ ック製品製造業22

目品品名製

品

品工工

手

品加加継工

品

品品単品・等加用製製皮工管槽の卓ク出合加・浴品食ツ品押・の品品棒・製・品チ製形材品品製製・器ク貨工ス出異ム床製製泡泡板容ッ料雑加ラ棒押・ルト・クク発発製製チ材品用器のプ・手形手イ一材トツツククククス形裂目容品いフシ床一チチツツツツラ成ク製製製なクククク・クククシススチチチチプクックククれツツツツ管ツツツ・ララスススス化ッチツツッさチチチチ・チチチ革ムププララララ強チスチチチ類スススス棒ススス皮ル用用ププププ・スラススス分ララララ・ラララ成ヒヒ泡ラプラララにププププ板プププ合フ工工廃プププ他

分区示表

1
1
■

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1
り白

O'

リム

類分品名製

品
品
品品

品
品品

品品

品
品品

品品

品品

品
品
品
品品

品品

1

ク
ク

ク

ク

ク

ク
ク

ク

ク
ク

ク

ク

ク

ク

ク

ク

ク

ク
ク

ク

ク

ク

クツツツツツツツツツツツツツツツツツツツツツツツチチチチチチチチチチチチチチチチチチチチチチチスススススススススススススススススススススススラララララララララララララララララララララララプププププププププププププププププププププププ

類分ド品一襲コ

2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
222222222222222222222222

品ド一製
コ

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

000000000000000000000000123456789012345678901230000000001111111111り'り6りムリム2222222222222222222222222222222222222222222222

23:ゴ ム製品製造業

警一華
製品分類
コー ド 糟 分類

表示区分 製曇品

230100
230200

23
23

ゴム碧

ゴム督曇ロロ
1
1 §舞 舞:季 三弓

230300
230400
230500

23
23
23

ゴム
ゴム
ゴム

曇器 1
1
1
ヲ今襲撃紗 曝 露邑同付属品
ゴムベル ト

230600 23 ゴ ム. 品 1 ゴムホース
230700
230800

23
23

ゴ ム.

ゴ ム. 邑口口
1
1 吾妻¶幕撒 品

230900
231000

23
23

ゴム

ゴム. 邑口口
1
1 酵 纏 齢 ゴム製品

231100 23 ゴム 品 1 更生タイヤ
231200
231300

23
23

ゴム.
ゴ ム 曇口口

1
1 鶴 姦されないゴム製品

24:な め し革 ・同製品 ・毛皮製造業

暫一華
製品分類
コー ド 糟 分類

表示区分 製曇品目

240100 24 な め し革 ・言 品 ・ 品 1 なあし革
240200 24 なあ し革 ・言 品 ・ 皮 邑 1 工 兵 製品
240300 24 な め し革 ・言.

口 ・.
口口 口口 1 軍 用材料 ・同付属品

240400
240500

24
24 靱 遷:

言

言 鷲:震 邑 } 革[

革
240600 24 な め し革 ・言 品 ・ 皮

曹 1 か1ん
240700 24 な め し革 ・言 品 ・毛皮 習

習
1 袋物

240800 24 なあ し革 ・言 品 ・毛皮. 1 ハ ン ドバ ック

240900
241000

24
24 靱 ヒ董:§

-

品 ・毛皮品
・毛皮

習

器
1
1
毛皮
他に分類されないなめし革製品
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25:窯 業 ・土石製品製造業

目品品
名
製表示区分つ領

 

頚分
ド
品

一

襲
コ

品
ド一

襲
コ

具
§器
ス
ス
ラ

品

ラ
が

製

が
用
品
同

材

用
房
製

・

品
索

痕
う
同
ス

工
工

医

ゆ
・
ラ

加
加
器

・
ち
維
が

影亮 用離 器
絵付
用はい(圷)土
の陶磁器 ・同関連製品
んが
の耐火物
電極
の炭素 ・黒鉛製品

穎
の研磨材 ・同製品

品理
品
処馨犀・粉

器

土
石
鉄

一ル ・同製品

膏)製 品

 

材

う
土
う
品
石
ウ
品
(

骨
品
そ

・
ろ
製
宝
ク
襲
う

分類されない窯業 ・土石製品

 

ガ
ガ
ラ
ラ
化
上
ラ
の
メ
コ
ン
の
土
通
管
の
生
卓
磁
気
化
磁
磁
磁
の
火
の
素
の
磨
削
磨
の
石
工
工
い
物
う
宝
工

ッ
綿
こ
灰
型
に

板
板
ガ
ガ
理
卓
ガ
そ
セ
生
コ
そ
粘
普
陶
そ
衛
食
陶
電
理
陶
陶
陶
そ
耐
そ
炭
そ
研
研
研
そ
砕
人
石
け
鉱
ほ
七
人
ロ
石
石
石
鋳
他

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
3
3
3
3
3
3
3

品
品
品
品
品
品
品
品
品
品
品
品
品
品
品
品
品
品
品
品
品
品
品
品
品
品
品
品
品
品
品
品
品
品
品
品
品
品
品
品
品
品
品
品
品
品
品

土
土
土
土
土
土
土
土
土
土
土
土
十
王
土
土
土
土
土
土
土
土
土
土
土
土
土
土
土
土
土
土
土
土
土
土
土
土
土
土
土
土
土
土
土
土
土

業
業
業
業
業
業
業
業
業
業
業
業
業
業
業
業
業
業
業
業
業
業
業
業
業
業
業
業
業
業
業
業
業
業
業
業
業
業
業
業
業
業
業
業
業
業
業

窯
窯
窯
窯
窯
窯
窯
窯
窯
窯
窯
窯
窯
窯
窯
窯
窯
窯
窯
窯
窯
窯
窯
窯
窯
窯
窯
窯
窯
窯
窯
窯
窯
窯
窯
窯
窯
窯
窯
窯
窯
窯
窯
窯
窯
窯
窯

5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5

2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2

0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0

0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0

1
2
3
4
5
6
7
8
9
0
1
2
3
4
5
6
7
8
9
0
1
2
3
4
5
6
7
8
9
0
1
2
3
4
5
6
7
8
9
0
1
2
3
4
5
6
7

0
0
0
0
0
0
0
0
0
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
4
4
4
4
4
4
4
4

5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5

2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
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26:鉄 鋼 業

製 品
コー ド

製品分類
コー ド

製曇分類 表示区分
糟 品目

260100
260200
260300
;1
26

鉄i銑

鉄i

i…窪

iii

曇
習
習

}
1

銑鉄 ・原鉄 ・ベースメタル粗鉄
・鋼半製品

鍵罐羅 輪260400
260500
260600
260700
260800
260900
261000
261100
261200
261300
261400
261500
261600
261700
261800

袈

袈

袈

;l

ll

ll

ll
26

鉄1
鉄1鉄

鉄鉄

鉄鉄

鉄
鉄鉄

鉄鉄

鉄
鉄
鉄

…

§

　
1'

業

鷺

業.

業 く

ε

li
棄i

萎1藁

彗旨

悉 …一

曽
理
智
皆
,理
智
理
智
曹

鋸
f曹盃
《、,皆

皆
ラた拳ミ口口

{
}
}
}
{
}
}
1

銅鍋

確聞経輪
鋼管

ミス ロール

鰯耀劉
フェロアイ

鞭 §嶋 材
工品鋼

261900
262000
262100
262200
262300
262400
262500

ll
;l
ll
26

鉄
鉄鉄

鉄鉄

鉄鉄
並

1購
黍搭碧

羅

l

I

菱
2

鉄鋳物

鑑 纂

㌶ シ。一スリ。ト
鉄スクラップ加工処理他
に分類されない鉄鋼品
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非鉄金属製造業27

製 品
コー ド

製品分類
コー ド

製曇分類 表示区分
糟 品目

270100
270200
270300
270400
270500
270600
270700
270800
270900
271000
271100
271200
271300
271400
271500
271600
271700
271800
271900

1}

ll

召

ll

召

召

召

ll

ll
27

ヲ

ヲ

ヲ

非鉄金非鉄金

非鉄金非鉄金

三鉄金
非鉄金杉鉄

非鉄金
非鉄金
非鉄金非鉄金

非鉄金
F鉄
非鉄
非鉄
非鉄非鉄

非鉄金非鉄金

づ

イ

「

ぺ

邑
智
理
智

菖
習
理
智
曽
理
智
理
智
理
智
曽

器

{
}
}
{
}
{
}
}
1

}

梨懸1縫 製』1灘購
遍撫

灘講撫
・ケ ーブル

、、

繁繁鰻 、嚇失鋼
鉄金属くず

28:金 属清貧製造業

目品品
名
製表示区分製曇分類

 

類分
ド
品

一

製

コ讐一弔

・その他めっき板等清貧

具 ・手道具

こぎ り ・の こ刃

置

器
置
装

品
機
装
理

属
油
房
調
品
品
品

類
付
石
暖
・
製
製
製

・

金

品製スレプ金合同・
品
ム
製
品
装

ウ
ス
製
塞
き

ニ
レ
金
品

つ
刻

つ
処
の

缶

物
匠
具

キ
器
刃
工
工
り
の
具
他
工
機

・
他
用
用
用
板
ミ
プ
や
製
め
彫
あ
熱
他

き
理
金属表面処理

分類されない金属線製品
ト・ナッ ト・リベ ッ ト・ネジ等

製スプリング
分類されない金属製品
くず

 

リ
食
械
器
業
す
引
機
の
管
ス
風
の
設
築
薬
缶
ル
属
末
属
融
属
気
層
の
ぎ
の
ル
庫
属
の
属

ブ
洋
機
利
作
や
手
農
そ
配
が
温
そ
建
建
建
製
ア
金
粉
金
港
金
電
金
そ
く
他
ボ
金
金
他
金

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2

品
品
品
品
品
品
品
品
品
品
・加品
品
品
品
品
品
品
品
品
・加
品
品
品
品
品
品
品
品
品
品
・
叩品

金
金
金

金
金
金
金

金
金
金

8
8
8
8
8
8
8
8
8
8
8
8
8
8
8
8
8
8
8
8
8
8
8
8
8
8
8
8
8
8
8
8
8

2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2

0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0

0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0

1
2
3
4
5
6
7
8
9
0
1
2
3
4
5
6
7
8
9
0
1
2
3
4
5
6
7
8
9
0
1
2
3

0
0
0
0
0
0
0
0
0
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
3
3
3
3

8
8
8
8
8
8
8
8
8
8
8
8
8
8
8
8
8
8
8
8
8
8
8
8
8
8
8
8
8
8
8
8
8

2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2

103



29:一 般機械器具製造業

品
ド

製

コ

㎜鐵

㎜卿㎜㎜㎜㎜鱗

㎜㎜㎜㎞㎞㎜鱗

懇

蝋

馴
卿辮

類分
ド
品

一

製

コ

29
29
29
29
29
29
29
29
29
29
29
29
29
29
29
29
29
29
29
29
29
29
29
29
29
29
29
29
29
29
29
29
29
29
29
29
29
29
29
29
29
29
29
29
29
29

糟頒
具
具
具
具
具
具
具
具
具
目

ロ
δ
目
δ

ロ
δ

ロ
δ
口
δ
ロ
吾
ロ
δ

ロ
δ

口
く
町ロ
で

尻具
具
具
具
具
具
具
具
具
具
具
具
具
具
具
具
具
具
具
具
具
具
具
具
具
具
具
具
具
具
具
具
具
具
具
具

表示区分

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
3
3
3
3
3
3

讐 品目

ボイ ラ

蒸気 機関 ・夕一 ビン ・水力 夕一 ビ ン

轟1欝 機械
ラクタ
工
加工
工
工
機

・
整
機
品

竃用.金 属加工繍 部分品

欝械盤
品 ・取付具 ・付属品
械

欝:縫 麟
《委嬬 馨熱 同付属装置
窒誤づ:蠣 轡 多送風機

董欝 璽
油圧 ・空圧機器

竃蓼驚 騨 用機械・装置
ミシン
毛糸手編機械

淵 婁騨 整観 駐繊械器具

鞠 皇謄 付属品
玉軸受 ・ころ軸受
ピス トンリング

鍾 離 顧'付属品

箋欝 嚇 品製齪
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30:電 気機械器具製造業

警一阜

300100
300200
300300
300400
300500
300600
300700
300800
300900
301000
301100
301200
301300
301400
301500
301600
301700
301800
301900
302000
302100
302200
302300
302400
302500
302600
302700
302800
302900
303000

類分
ド
品

一

製

コ

0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0

3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3

糟頒
気
気
気

気
気
気
気
気
気
気
気
気
気
気
気

具

具

具

具

具

具

具

具

具

具

具

具

具

具

具

具

具

具

具

具

具

具

具

具

具

具

具

具

具

具

ロ
δ
口δ
口δ
ロδ
己δ
口δ
ロδ
ロδ
ロ
く可自§

δ
ロδ
ロ
葺
O
『

eぽ

S
コ

S
コ5
コ

藪

一}

表示区分

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2

製曇品目

発電機 ・電動機 ・その他回転電気機械変圧器類

開閉装置 ・配電盤 ・電力制御装置

麟 羅 巖配鮒 属品
内熱機関電装品
その他産業用電気機械器具
民生用電気機械器具電球

電気照日 ロ
信
信
受
響
目
写
の
算
置

通
通
オ
音
信
他
計
装

線
線
ジ
気
通
の
子
線

有
無
ラ
電
交
そ
電
X

機信受ンヨジビレ

具器械機連関同・
置
具
装
器
属

具
具
テ
具
置
械
付

器
器

・
器
装
機
同

戒
戒
幾
戒
安
一三口
・

璽鞠器

懸 子
その他の電子機器用 ・通信機器用部分品
蓄電池
1次電池

縫 ぞ箏されない電気繊 器具

蕗 醗 璽子応用装置

31:輸 送用機械器具製造業

品
ド

製

コ

0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0

0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0

1
2
3
4
5
6
7
8
9
0
1
2
3
4
5
6
7

0
0
0
0
0
0
0
0
0
1
1
1
1
1
1
1
1

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3

製品分類
コー ド

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3

製曇分類

具
具
具
具
具
具
具
具
具
具
具
具
具
具
具
具
具

表示区分

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

製野 目

ll響動
船 造 ・修理艇 造

毘 関

霧難灘羅
金属 ず
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32:精 密機械器具製造業

目品品
名
製表示区分糟頒製品分類

コー ド
品
ド一

 襲

コ

さ計

・流量計 ・液面計等

麿
計量器 ・測定器 ・分析器 ・試機

曇量
機械器具

 

長
計
り
計
計
測
機
機
他
機

船
積
か
度
力
密
析
験
の

一体
は
温
圧
精
分
試
そ
演

唇尋リズム

 

、

、

鎌 織
豊‖元‖同部分品
金属くず

 

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
2
2
2
2

具
具
具
具
具
具
具
具
具
具
具
具
具
具
具
具
具
具
具
具
具
具
具
具

2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2

3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3

320100
320200
320300
320400
320500
320600
320700
320800
320900
321000
321100
321200
321300
321400
321500
321600
321700
321800
321900
322000
322100
322200
322300
322400

33:そ の他の製造業

目品品
名
製表示区分

糟 分類
製品分類
コー ド

 

品
ド

製

コ

工品 ・同細工品

品 ・同材料

 

加

部

料材同
品
品
製
属

器楽
具
・
ん
器
が
楽

・

ド
の
品

用具
シャープペ ンシル ・ペ ン先
ン ・マー キ ングペ ン

品用務事い

毛

品
な
品
羽

用
れ
飾
用

画
さ
装
飾

ン ・ホ ック ・スナップ ・同関連品

ら ・パナマ類帽子

・プラシ

ク加工基礎資材 ・コルク製品

標識機

んち,つよち
品

・

分
子
型

部
扇
模

されないその他の製品

 

物
技

・
ぺ

同

・
・

ト
具
類

工
き
ク
チ

・
ら

・
わ
ル
瓶

ッ
用
分

・
分
具

・
ン
ピ

乗
競
筆
ル

属
付
ノ

=

他
用

金
石
ア
タ
コ
の
楽
形
童
動
年

一
筆
筆
に
身
花
タ

・
器
わ

ら
う
ル

ツ
火
板

つ
傘
ち
デ
法
レ
煙
に

貴
宝
ピ
ギ
レ
そ
娯
人
児
運
万
ボ
鉛
毛
他
装
造
ボ
針
漆
麦
畳
わ
ほ
コ
マ
煙
看
か
和
う
モ
魔
パ
喫
他

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2

品
品
品
品
品
品
品
品
品
品
・加品
品
品
品
品
品
品
品
品
・
加
品
品
品
品
品
品
品
品
品
品
・加
品
品
品
品

の
の
の
の
の
の
の
の
の
の
の
の
の
の
の
の
の
の
の
の
の
の
の
の
の
の
の
の
の
の
の
の
の
の
の
の

の
の
の
の
の
の
の
の
の
の
の
の
の
の
の
の
の
の
の
の
の
の
の
の
の
の
の
の
の
の
の
の
の
の
の
の

そ
そ
そ
そ
そ
そ
そ
そ
そ
そ
そ
そ
そ
そ
そ
そ
そ
そ
そ
そ
そ
そ
そ
そ
そ
そ
そ
そ
そ
そ
そ
そ
そ
そ
そ
そ

器

器

33
器

田
33
器

器

器

器

33
33
田
33
器

33
33
田
翼

器

器

器

器

㎜㎜魏

翻

鰯

魏

堀

製

皿識

識

製

魏

撒

翻

翻

翻

謝

謝

謝

劉
皿議

羅

議

議

議
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(5)住 所 コ ー ド一 覧

名村町区市

県域宮

町

町

町

町

町山町町町田町町町町水町町町町姫村町町町町町町町町町町町町町町町町川

町

町

町

町出子谷尻牛郷館柳駒清迫峰沢成波山町米和田里山越方北本勝南生瀬上川鹿津山吉桑津岩鳴涌田小南築若栗高一瀬鶯金志花迫登東中登米石南河矢雄河桃鳴北女牡志津本唐歌郡郡郡郡郡郡郡造田原米生鹿青玉遠乗登桃牡本

ド
ー
コ所住

1

2

1

2

3

4

1

2

3

4

5

6

7

8

9

0

1

2

3

4

5

6

7

8

1

2

3

4

5

6

7

1

2

1

2

3

4

5880000222222222344444444666666688000004455555555555555555555555555555556666604

名村町区市県

区

町

町

町

町

町

町

町区野区区町宿原町町町町町町町町浜町町町町町田田町町町木台葉城林白区王ケ河田田崎森理元保島ケ府和郷谷衝新野崎麻山本島青宮若太泉市市蔵七大村柴川丸亘山秋松七利大大富大中小宮色松三鹿市市市市沼市市市城市郡郡郡郡郡郡郡郡郡台巻釜川仙石取田賀市沼田田具理取城川美田仙石塩古気白名角多泉岩刈柴伊亘名宮黒加志

ド
ー
コ所住

00400

1

2

3

4

5

1

3

4

5

6

7

8

9

0

1

1

2

1

2

3

4

1

1

2

2

1

4

6

1

2

3

4

1

2

3

4

1

2

300000000000001100222246680002222444466611111222222222233333333334444444444444404
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2..ア ンケー トか らの収集意見

モニター調査の中で実施されたアンケー トの結果、貴重な意見 ・要望が寄せられた。今後の活

動への参考資料 となるよう、その生の声を紹介する。

2..1 産側からの要望 ・意見

・ 既存の商用DBに ない機能(例 えば、今回の リンク機能)等 を拡充することによ

り、より簡単な操作で多 くの情報を入手できる環境を構築 してほしい。内容の充実

ももちろん、情報によっては商用のDBと のゲー トウェイで対応することも検討さ

れてはどうか。

・ 利用時間も24時 間運用で検討 してほしい。

・ ぜひ早い実現を希望 いたします。当方は、他分野との結びつきが非常に弱 く、こ

れからの展開には、他か らの情報を強 く求めています。

・ 現在の方向で良いと思いますが、何よりも蓄積データの量が重要と思いますので、

逐次INPUTし てい く体制(新 しいデ分一一夕の入力や既入力データの更新等)を 確

立 してお くことを要望 します。そのためにも、情報利用は有料 として充実 させてい

くべきです。

・ 大変よいものが出来ると存 じます。なるべく早 く利用出来 るよう、御健闘を祈 り

ます。

・ データ更新について、お考え下さい。

・ 産業分類は、通産省の分類を使った方がよいと思います。製品、企業関係は、全

県ベースのデータが必要。

・ 今回の構想そのものは、大変すば らしい構想 と考えます。大学の研究情報や企業

の開発情報の提供が実現出来るかどうかによって、この構想が発展するかどうかが

判断されそうです。是非、公的な力で多 くの情報が公開されるようになることを希

望 しております。企業 としては、その情報提供に対 して多 くの利害を含み、公的な

力の援助がないと、その提供に制限が入 ってしまいます。その壁を是非とも打ち破 っ

て、 この構想を成功させて下さい。

・ 正式運用を早い時期に望みます。

・ システムを構築するのは可能であるが、構築 した後、誰で もが利用でき、利用回

数 も高くなるように期待 します。 このようなデータベースは利用 して頂かないと意

味のないものになって しまいます。がんばって ください。

・ データベース構築に当たり、PRの 必要性があると思 う。幅広 く利用 して もらう

たあに、今後、パンフ ・相談員等を充実させてい く必要があるのではないか。
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・ いろいろな分野の情報を取 り入れていって もらいたい。回線利用だとしても、時

間での料金であると時間を気にして うまく検索ができないので、できれば安い料金

で行 うか、時間料金をやあてほしい。商品 ・研究成果等の検索を行 う場合のキーワ

ー ドは、きちんと統一 して もらいたい。

・ いずれ東北7県 を網羅 してほしいと思います。そうすれば、 このデータベースの

利用価値もあがると思います。この システムが完成 した際には、私 どもの職場でも

是非利用させていただきたいと思います。

・ 会社 ランキング(売 上)等 あれば、経営者はよろこんで使うか もしれない。

・ 内容については大体理解できたが、具体化するには何のためにどのようにという

ことが、はっきりしないと運用が難 しいと思います。

・ 民間のデータベースは料金が高いが、良い情報が多い。官庁のデータベースは無

料ですが、良い情報がない。せっか く作ってもそういうものでは利用できないので

多少無理を しても商業ベースに乗るものを作っていただきたいと思います。

データベースを利用するか否かは、データの良さ ・質にかか っていると思いますの

で、よろしくお願いいた します。

・ 東北独自を基本とすることは良いと思いますが、データの基本は関東や関西から

ソースを受入れ、これをアレンジすることで、東北のオ リジナルとす ることも良い

のではないか。

・ 今後の日程について、明確にする必要があると思います。

・ フロッピーベースでのデモソフ トを作り、Q&Aが 必要と思います。

・ 自分の検索経過を表示できるようにしてほしい。

・ 論文等は、わか りやすい内容に変えてほしい。

・ もう少 し内容ができあが ってから見てみたい。

・ 有料でもかまわないので、夜間もできるようにしてほしい。

・ 表示文がつまっているので、見やすいようにしてほしい

・ 料金をコレク トコール制にすれば、活発な使用が期待できるし、その中で有料化

の情報を提供すればいいのでは。

・ データベースの発信を各主要都市に置いてもらえ らば
、料金が安 くなるのでは。

・ 官のデータベース(工 業技術セ ンター等)も 入れてほしい。

・ 既存のデータベースに対 しての付加価値を持たせる必要があると思われます。

(単に、多種データベースの寄せ集めであってはダメ!)情 報の レベルを統一す

る必要があると考え られます。1三
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・ プロ トタイプとはいえ、第一の感想としては、操作 しず らく、見ず らく、扱いに

くい。結局は、使われないだろうと思われる。その主な要因 としては、キーボー ド

アレルギーを助長すようとする古 くさいマンマシンインタフェースにある。

① キーボー ドは極力さけ、タッチパネル、マウス又はペン等の入力デバイスを

検討 してほしい。

② データはテキス トのみでなく、画像データ ・音声データ ・作図データ ・ビジュ

アル情報でないと魅力が薄れる。

③ パソコンは、WINDOWSや アップルのマ ッキ ントッシュが使用できるよ

うになれば、①②は解消されると思う。

④ データ通信速度は、最低で も9.600bps以 上としてほしい。

以上、システム内容には、とって もよいものであるので、 もう少 し使 う立場に立 っ

て、マ ンマシンインターフェースの向上を願いたい。

・ データの入替えが早 くないと利用価値がなくなる。どうも現状のものを見る限り、

データが古 くなりそうな気が しますが、情報入手が大変 と思われます。今回のデモ

では、 システムとしては理解できるが、利用度その他使い勝手等については、まだ

予想で きる状態ではない。

・ 学術界側 と産業界側の情報を翻訳 し、その関係をとり持つだけなら、このままの

データベースで もいいと思 う。 しか し、有料化 し、企業化 し、 ビジネスにしようと

しているのなら、まだ不十分。今 日の説明では、学会のスポンサー探しのためのデ

ータベースという気がす る。 もっと企業の技術力また東北の本当の意味でのベーシ

ックな技術力をデータとし使って行 く方が特色 も出てよいのではないかと感 じた。

・ やはり、東北のみでは不十分。全国単位でデータを入手出来るようになれば、価

値は上がる。

・ プロ トタイプと言 うよりは、あくまでもデモという感 じであった。今後 もう少 し

整 った形になった所で、再度見せて頂 きたい。

・ 私のいる会社は、産 ・学 ・官の研究室等に研究用の機器林寺を販売する商社です。

今回のデータベースについては全 く関係ないとは思わないが、利用することがあま

りないのでないかと思います。 しか し、 この様なデータが蓄積 され、研究開発のた

めに活用される様になれば、すば らしいものと思います。

・ 大学で研究している様なテーマを自社内でどう利用 していけるのか見当もつかな

い。広い視点で考えれば、必要なデータベースかもしれないが、個人的に利用する

機会は少ないと思 う。
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・ パソコン通信のみでなく、EWS等 で も使用可としていただきたいと思います。

・ 使い勝手 として、誰でもが利用できる様にマウスによる入力等の検討をいただき

たい。例えば、最初の検索結果の中か ら、次に行う検索のキーワー ドとなる部分を

マウスにより選択 し、クリップしておき、次の検索時にこれを呼び出す等。

東北各県のデータベース(研 究者 ・企業等)と の集約、相互互換性、ハイテクネ

ットとうほくとの整合性が望ましい。

本格的に使う時の要望

1.通 信高速化2400bps

2.更 新日付の表示

3.入 力のフリーキーワー ド化

4.拡 張入力

5.出 力画面は、1画 面ごとに止まってほ しい。

(付加機能)… ・・…… 電子メールサービス、掲示板サービス

東北か ら情報を発信することは、地域を活性化させて行 く上で重要である。特に、

東北大学か らは、世界的な研究成果が多いので、期待は大きい。

選択中の現在ルー トをツリー表示出来れば良い。マウス使用が選択できないか。

・ データの保守が大変そうです。⇔ コス トがかかる?

キーワー ドは、製品 ・研究成果で しょうが、そのことばの定義づけが難 しいと思

います。類似 ことばも引っぱるテクニ ックが欲 しい。

アクセスポイントを多 くつ くらないと利用されない。インターネ ット化?

公設研究機関はカバーしないのか。

セ ンターメニュー方式

2400bps以 上の通信速度

BBSの 設置

V2ペ ーパーレスシステムとのオ ンライン(ゲ ー トウェイ)
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2..2官 側からの要望 ・意見

・ ニーズの掘り起こしが第一 と思われ
、独自のデータベースは地域が育てるという

思想がないとなかなか維持が困難 と思われる。

・JOIS等 にあるようなキーワー ドを参考に したのでは、同 じあやまちをくり返

してほ しい。

・ よくある考え方で、データの量がただ多ければよいというのでは有料化する価値

はない。

・ キーワー ド、検索条件をいまあるデータベースの レベルか らもっと高い所に設定

して、各項目(例 えば論文名と製品名)の キーワー ドを共通化 して も、それぞれの

場所からのヒット数が違 っていたのでは話 しにな らないと思う。

・ 実際に利用されるケースを想定 した場合、

① 企業が研究者を検索する。

② 研究者がみつかる。

しか し、ここで即企業が研究者側にアプローチするというのはなかなか困難では

ないだろうか。(ex,敷 居が高い。面識がない。 レベル 等の問題)

そのたあアプローチする事前にコーディネイ トする窓口が必要ではないだろうか。

(コスモス協議会or学 術機構なり)

・ メンテナンスが重要

・ 新 しい情報を常に入れてい くことは重要ではないだろうか。表現はわるいが、そ

うすることで若い有能な先生に早いうちからツバをつけておくことができる。

・ 学界と産業界を結びつけるたあに今回のようなシステムである形にすることは大

変素晴らしいと思います。

・ 今回提案されている情報項目を全部データベース化することは非常に莫大なエネ

ルギーが必要とな りますので現在JICST等 でのデータベースとダブル部分はカ

ットしてもよいのでは?

・ トラブル対策を してほ しい。

・ 県の枠をとびこえる共同研究者の探索のための武器になるように。

・ 東北7県 における研究開発が、このデータベースが必要 となるくらい地域を越え

てグローバルにしか も、活発に展開されることを今後期待 したい。
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・ データベースを民間企業として利用する場合
、情報量の多さ、精度の高さ新 しい

情報が必要になるが、企業秘に属する情報が出て こないのではないか と思 う。

・ 全国ベースでのデータが必要ではないか
。

・ データの入手方法について検討願いたい
。

・ 現在、この種のDBが 各地 ・各所で考創されているが強力な行政指導の元での一元

化を要望 します。

・ 新社会資本整備計画の元で通信回線の統一化(光 ファイバー回線を全国に結ぶ)
。

・ 民間機関の行 っているサービス
、行政機関(第3セ クター含)の 行 っているサー

ビスの明文化(差 別化)。

・ データベースの構築が、さまざまな所で行われています。その中で特徴を持つと

すれば、地域の独自情報だと思います。それには既存のデータベースで調べ られる

項目では意味が無いと思われますので考慮に入れてほ しいと思います。

・ 運用するにあたっての注意点はデータの新鮮 さにあります
。情報の入手先、更新

方法、体制については開発時期からの充分な検討が必要だと思います。これを考え

ておかないとす ぐに使われなくなって しまいます。

・ ハ ー ドウェア通信型態に関 して

一般者を対象とするのであると
、パソコン通信 というものが手軽で良いと考え ら

れます。そ して、将来的なことを見越すと、インターネ ットも考えてほしいと思い

ます。日本ではインターネッ トの整備が遅れており、情報のインフラ整備という意

味においてインターネットの形式 も考慮 してほしいと思います。

・ 現在検討されているネットがclosedな ものでなく他のインターネットとゲ

ー トウェイなどを通 じて相互乗 り入れできるようにしていただきたい
。

・ メニュー階層を横断的に動けるようにソフ ト開発を望みます
。

・ データベースの分類 とかは良いと思 う!ア プ リケーションとして
、マイ トークで

はな くウィンドウ操作で行 うスタイルを取れば文句なくNO .1に なると思 う。

JOIS&PATOLISよ りは取 り組み易い気が した。

・ 今現在、プロ トタイプということでいろいろな制約があるのだが、その中で気づ

いた点を挙げてみました。

① 通信 ソフ トは、いろいろなものが使えるように した方がいい。(マ イ トークに

限 らず)
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② やはり、キーワー ド集のようなものが必要だと思う。

③ 検索結果を通信終了後にまとあてプリントアウ トすることには特に問題ないが

検索 した内容(例 えば、 「○○ というキーワー ドで調べた」というようなものが

残るように…)も 一緒 にプ リン トアウ トできる方がいいのでは?(自 分がどうい

う検索をしたのか、後か らでも分かるように した方が便利)

④ 検索結果を 「1件目～○件目」に限らず、 「○件目～10件 目、13件 目～○

件目」のように部分指定かつ、それを複数指定できるようにした方がいいと思 う。

⑤ 技術的な分類による検索もできるように した方がいい。
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